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市長の年頭所感＆基本方針�

昨
年
は
、
全
国
的
な
景
気
回

復
基
調
を
受
け
て
景
況
感
も
好

転
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
引
き

続
く
設
備
投
資
の
増
加
、
そ
れ

に
伴
う
他
産
業
へ
の
波
及
効
果

が
地
域
産
業
全
体
へ
好
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。�

こ
う
し
た
回
復
基
調
を
本
格

的
な
も
の
に
す
る
た
め
に
、
特

に
全
産
業
分
野
の
共
通
課
題
で

あ
る
研
究
開
発
力
と
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
力
の
強
化
に
向
け
て
、
大
学

連
携
室
の
設
置
な
ど
地
域
企
業

と
大
学
と
の
連
携
強
化
や
、
台

湾
チ
ャ
レ
ン
ジ
な
ど
海
外
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
対
象
に
し
た
販
路
拡
大

に
取
り
組
み
ま
す
。�

ま
た
、
雇
用
面
で
地
域
へ
の

人
材
誘
導
を
積
極
的
に
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
観
光
事
業
を
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
し
た
多
産
業
連
携

を
展
開
し
、
そ
の
波
及
効
果
に

よ
る
地
域
産
業
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

を
進
め
ま
す
。�

先
に
発
表
さ
れ
た
国
の
予
算

内
示
に
よ
れ
ば
、
順
調
な
景
気

回
復
を
背
景
に
し
て
税
収
が
伸

び
る
こ
と
を
前
提
に
、
地
方
交

付
税
、
臨
時
財
政
対
策
債
が
予

想
以
上
に
減
額
と
な
る
見
込
み

で
す
。�

当
市
で
は
、
税
収
の
総
額
に

国
税
並
み
の
大
き
な
伸
び
を
期

待
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
、
国
の
財
政
計
画
通
り

に
１７
年
度
並
み
の
歳
入
の
確
保

は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。�

こ
う
し
た
財
政
の
厳
し
い
時

代
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
地
方
が
自

立
し
て
輝
き
な
が
ら
生
き
て
い

く
た
め
に
、
産
業
振
興
を
図
り

経
済
的
自
立
度
の
水
準
を
高
め

る
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
捉
え

「
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム

2
0
0
6
」
に
基
づ
い
た
事
業

展
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
同
時

に
、
子
育
て
支
援
、
防
災
対
策

も
引
き
続
き
重
点
施
策
と
し
、

合
わ
せ
て
子
育
て
支
援
と
密
接

不
可
分
の
医
療
の
充
実
に
も
、

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。�

ま
た
、
旧
上
村
、
旧
南
信
濃

村
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
新
飯
田

市
と
し
て
の
一
体
性
を
高
め
る

た
め
の
施
策
は
、
喫
緊
の
課
題

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
新
市
建

設
計
画
に
基
づ
い
て
、
着
実
に

事
業
の
執
行
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。�

市長の年頭所感＆基本方針�市長の年頭所感＆基本方針�市長の年頭所感＆基本方針�

は
じ
め
に�

昨
年
の
総
括�

全
国
的
な
人
口
減
少
や
深
刻

な
財
政
難
を
背
景
に
、
地
域
を

取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域

を
持
続
可
能
な
地
域
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
若
い
人
た
ち
に
、
一
旦
は

地
域
外
に
出
て
も
子
育
て
を
す

る
こ
ろ
に
は
こ
の
地
域
に
戻
っ
て

来
て
、
こ
こ
で
子
育
て
を
し
、

次
の
世
代
を
育
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
「
人
材
の
サ
イ
ク
ル
」

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。�

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
私
は

市
長
就
任
後
、
「
環
境
文
化
都

市
を
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
さ
せ
る
文
化

経
済
自
立
都
市
」
の
実
現
を
目

指
し
、
昨
年
は
ま
ず
『
耕
し
・

種
を
蒔
く
こ
と
』
か
ら
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
新
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
引
き
続

い
て
「
耕
し
・
種
を
蒔
き
」
な

が
ら
、
同
時
に
昨
年
蒔
い
た
種

か
ら
『
自
立
の
芽
出
し
』
が
で

き
る
よ
う
粉
骨
砕
身
努
力
す
る

所
存
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

今
年
の�

経
済
認
識�

平成平成1818年がスタートし、早くも１カ月が過ぎました。
この特集では、牧野市長の今年にかける思いや
方針方針を市民市民の皆の皆さんにお伝えします。�
※詳細※詳細はホームページで公開公開しています。�

平成18年がスタートし、早くも１カ月が過ぎました。
この特集では、牧野市長の今年にかける思いや
方針を市民の皆さんにお伝えします。�
※詳細は市ホームページで公開しています。�

日独地域国際化サミット風景�

昨
年
、
飯
田
市
・
上
村
・
南

信
濃
村
が
合
併
し
て
新
し
い
飯

田
市
が
ス
タ
ー
ト
し
、
皆
が
合

併
し
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
、

新
し
い
基
本
構
想
・
基
本
計
画

づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。�

産
業
振
興
で
は
、
地
域
の
経

済
的
自
立
度
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、

「
地
域
経
済
活
性
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
策
定
し
、
国
際
的
な
自
転
車

レ
ー
ス
の
誘
致
や
日
独
地
域
国

際
化
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
立
命
館

ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
と
の
友
好

交
流
協
定
の
締
結
な
ど
、
地
域

資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
を
行
い
ま

し
た
。�

ま
た
子
育
て
支
援
で
は
、
次

世
代
育
成
支
援
飯
田
市
行
動
計

画
を
策
定
し
、
子
育
て
支
援
室

の
設
置
や
つ
ど
い
の
広
場
開
設

な
ど
を
行
い
、
防
災
対
策
と
し

て
は
、
危
機
管
理
体
制
の
強
化

の
た
め
、
関
係
機
関
と
の
相
互

応
援
協
定
の
締
結
も
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
高
校
改
革
問
題
や
産

科
問
題
な
ど
の
課
題
を
飯
田
・

下
伊
那
地
域
一
丸
と
な
っ
て
考
え
、

解
決
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。�

ツアー・オブ・ジャパン南信州ステージ風景�

平
成
１８
年
度�

当
初
予
算�
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経
済
的
自
立
度
（
％
）�

財政力指数�0

Ａ4Ａ3

Ａ1

Ｂゾーン�Ｂゾーン�

現在の南信州地域�
市町村の位置�

自治体の財政力と�
経済的自立度�
自治体の財政力と�
経済的自立度�
自治体の財政力と�
経済的自立度�

Ａ2

▼主な事業�
○「地域経済活性化プログラム2006」に基づく�
　各種事業�

【産業振興支援室　内線3510】�

▼主な事業�
○地育力向上連携システム整備事業�

　【生涯学習課　内線3570】�
○つどいの広場事業�

　【子育て支援室　内線5340】�

▼主な事業�
○学校施設耐震化推進事業�

【学校教育課　内線2570】�
○高度医療と地域医療の充実�

【市立病院経営企画課　0265(21)1255】�
○不妊治療費助成事業�

【保健課　内線5510】�
○保健施設（ほっ湯アップル）整備事業�

【保健課　内線5510】�
○一般廃棄物最終処分場建設事業�

【環境課　内線5240】�

▼主な事業�
○中心市街地再生・活性化事業�

　【市街地整備推進室　内線4650】�
○天竜峡再生関連道路整備事業�

　【土木課　内線2720】�

▼主な事業�
○行財政改革大綱・集中改革プラン策定事業�
　  　　　　　　　　　　　　【企画課　内線2220】�
○納税・納付の利便性向上事業（コンビニエンスストア収納事業）�
　　【納税課　内線5150・水道業務課　内線5251】�
○監査委員体制の充実�
　　　　　　　       【監査委員事務局　内線3660】�

▼主な事業�
○南信濃地域交流センター整備事業�
【南信濃自治振興センター　0260(34)5111】�
○上村・南信濃地域の道路整備事業�

【土木課　内線2720】�

■問合せ　企画課　行政経営係　10265（22）4511　内線2221

「地域経済の自立度が高いまち」の実現に向けて�「地域経済の自立度が高いまち」の実現に向けて�「地域経済の自立度が高いまち」の実現に向けて�

「地域への誇りや愛着を高め、�
『地育力』で人を育むまち」の実現に向けて�
「地域への誇りや愛着を高め、�
『地育力』で人を育むまち」の実現に向けて�
「地域への誇りや愛着を高め、�
『地育力』で人を育むまち」の実現に向けて�

「誰もが安心して暮らせるまち」�
の実現に向けて�
「誰もが安心して暮らせるまち」�
の実現に向けて�
「誰もが安心して暮らせるまち」�
の実現に向けて�

「文化や自然を活かし豊かなライフスタイルを�
楽しめる『福招きのまち』」の実現に向けて�
「文化や自然を活かし豊かなライフスタイルを�
楽しめる『福招きのまち』」の実現に向けて�
「文化や自然を活かし豊かなライフスタイルを�
楽しめる『福招きのまち』」の実現に向けて�

★重点施策�
○事業者自らが実施するパワーアップ活動�
○人材育成と企業、人材誘導�
○地域内産業の多様な連携�

★重点施策�
○子育ての楽しさを実感できる環境づくり�

★重点施策�
○防災対策の充実�
○医療・健康・環境の充実に向けた各種施策�

「市民の視点に立って運営する�
『株式会社　飯田市役所』」の実現に向けて�
「市民の視点に立って運営する�
『株式会社　飯田市役所』」の実現に向けて�
「市民の視点に立って運営する�
『株式会社　飯田市役所』」の実現に向けて�

合併に伴う一体性の醸成に向けて�合併に伴う一体性の醸成に向けて�合併に伴う一体性の醸成に向けて�

めざす都市像の実現に向けた�
施策や事業の重点化（平成18年度）�

Ｂ
ゾ
ー
ン
を�

目
指
し
て�

私
た
ち
の
地
域
を
取
り
巻
く

環
境
変
化
に
十
分
対
応
す
る
に
は
、

行
政
の
財
政
状
況
が
問
題
と
な

り
ま
す
。�

下
図
は
い
わ
ゆ
る
地
域
の
財

政
力
と
経
済
的
自
立
度
を
数
値

化
し
た
も
の
で
す
が
、
私
た
ち

の
地
域
の
お
か
れ
た
状
況
の
厳

し
さ
を
如
実
に
表
し
て
い
ま
す
。

本
来
で
あ
れ
ば
、
財
政
力
指
数
（
注
）

が
１.０
を
超
え
、
経
済
的
自
立
度

が
７０
％
以
上
の
Ｂ
ゾ
ー
ン
が
理

想
で
あ
り
、
こ
こ
に
位
置
す
る
地

域
で
あ
れ
ば
、
将
来
の
夢
を
思

い
切
り
語
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

私
た
ち
の
地
域
の
状
況
は
、

財
政
力
指
数
が
低
い
の
で
、
行

政
単
体
で
は
や
は
り
行
財
政
改

革
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
経
済
的
自
立

度
の
低
い
地
域
で
行
財
政
改

革
だ
け
を
や
っ
て
も
、
税
収

が
上
が
ら
な
い
ば
か
り
か
、

地
域
経
済
そ
の
も
の
が
縮

小
し
か
ね
ま
せ
ん
。�

望
ま
し
い
シ
ナ
リ
オ
と
し

て
は
「
産
業
振
興
政
策
や

子
育
て
支
援
策
な
ど
に
よ

り
地
域
全
体
の
経
済
的
自

立
度
を
上
げ
、
な
る
べ
く
早

い
段
階
で
国
か
ら
の
下
支
え

の
減
少
を
補
い
得
る
税
収
増

を
図
り
、
併
せ
て
市
役
所
の

ス
リ
ム
化
を
効
率
的
に
進
め

て
財
政
力
指
数
を
上
げ
て
い

く
」
と
い
う
も
の
で
す
が
、

こ
の
大
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

成
し
遂
げ
る
に
は
、
行
政
、

地
域
そ
れ
ぞ
れ
に
限
ら
れ
た
人
的
・

物
的
資
源
を
最
大
限
に
有
効
活

用
す
る
こ
と
が
カ
ギ
に
な
り
ま

す
。�私

自
身
、
こ
う
し
た
自
覚
を

持
っ
て
職
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り

ま
す
し
、
ま
た
こ
う
し
た
意
識

の
共
有
化
の
た
め
に
、
今
後
も

市
役
所
内
外
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
を
大
事
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。�

（
注
）
財
政
力
指
数�

　
市
町
村
の
財
政
基
盤
の
強
さ
を
示
す
も

の
で
、
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
の
に

必
要
な
財
源
を
ど
の
く
ら
い
自
力
（
収
入
）

で
調
達
で
き
る
か
を
表
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
指
標
が
大
き
い
ほ
ど
財
源
に
余
裕
が

あ
り
１.０
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
超
え
た
部

分
だ
け
標
準
的
な
水
準
を
超
え
た
行
政
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

　
昨
年
の
飯
田
市
（
合
併
後
）
の
財
政
力

指
数
は
０
・
５
５
２
で
す
。�
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地域産業の研究開発力とマーケティング力の強化に向けて、複数の大学などとの
連携により地域産業の発展を支える支援拠点づくりを進めます。�

○研究開発力強化に向けた連携　「“南信州” 大学等連携室」の設置�
　<今年度>信州大学、名古屋工業大学、東京農業大学、�
　　　　　　シュタインバイス・ジャパン飯田分室　�
○マーケティング力強化に向けた連携�
　立命館アジア太平洋大学(APU)との連携　など�

観光を切り口として地域産業の多様な連携を展開することにより、地域産業全体
のパワーアップを進めます。�

○天竜峡活性化プログラム（地域再生マネージャーの設置）�
○まちなか観光推進プログラム�
○台湾チャレンジ�
○遠山郷観光　など�

企業が求める人材を飯田・南信州地域へ誘導するために、産業界、経済界、
行政が連携した総合的な人材誘導策を展開します。�

○「人材誘導総合窓口」の設置(平成18年4月設置予定)�
○ファミリー・子育て世代、研究開発者の誘導�
○地域の高校生の育成　など�

観光や農業、地場産業といった地域産業と「ケフィア・アグリ」のマーケティン
グ力の連携により、食品関連などの新事業創発や企業立地を推進するとともに、
地域産業のパワーアップ拠点、情報発信拠点の整備を進めます。また天竜峡の
活性化にも結びつけていきます。�

○「ケフィア・アグリ」のマーケティング力を活用した情報発信力の強化と　
　企業立地の推進　など�

中央自動車道、東海環状自動車道、東名高速道路、三遠南信自動車道に囲ま
れた三遠南信地域、東濃地域、西三河地域は、大きな経済圏を形成する「日
本のものづくり集積地」です。�
当地域の多種多様なものづくり産業を活かし発展していくために、三遠南信地域
の企業、経済団体、大学、自治体との連携を強化します。�

○三遠南信地域、中京圏との産学官連携の強化�
○地域まるごとPRによる「南信州・飯田のファンづくり」　など�

大学等との連携による�
飯田のパワーアップ�
大学等との連携による�
飯田のパワーアップ�
大学等との連携による�
飯田のパワーアップ�

(仮称 )�
「地域人材「地域人材バンク」に�
よる人材誘導人材誘導�

(仮称 )�
「地域人材バンク」に�
よる人材誘導�

観光を�
プラットホームにした多
産業連携�

観光を�
プラットホームにした多
産業連携�

観光を�
プラットホームにした多
産業連携�

新事業創発新事業創発�
プロジェクト�
天竜峡エコバレー「ファク
トリーパーク」の創造�

新事業創発�
プロジェクト�
天竜峡エコバレー「ファク
トリーパーク」の創造�

広域連携の促進�広域連携の促進�広域連携の促進�

現場主義を徹底し、現場の改善から
生み出される効果的な施策を立案し、
実践に結びつけます。�

事業者自らが実施するパワーアップ活動
の支援を目的に「パワーアップ協定」
の締結を推進します。その協定の実現
に向け、経済団体、行政が得意分野と
ノウハウを最大限に活かした総合支援を
展開します。�

経済自立度の目標値を設定し、達成状
況などの評価・点検を毎年行い、見直
し、充実させていきます。�

評価・点検の�
各年実施�

目標�目標�目標�目標�

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
活
動�

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ�

協
定�

施策施策�施策�施策�

現場現場�現場現場�現場�現場�現場�現場�
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■問合せ　産業振興支援室　1 0265（22）4511　内線3621

22

～若者が故郷へ帰ってこられる産業づくりを目指して～�
豊かなライフスタイルを実現できる元気なまちづくりを進めるためには、経済自
立度を高めることが課題です。地域経済活性化プログラムは、若者が故郷へ
帰ってこられる産業づくりに向けて地域が一丸となって取り組む行動指針です。�

地域経済活性化
プログラム2006 は、経済自立
度 70%の実現に向けて「3つ
のシナリオ」と「5つの重点プ
ロジェクト」を重点的に展開しま
す。�

地域の経済自立度アップに向けては、事業者自らが実施する活動が基本です。
現場主義を徹底し、現場の改善から生み出される効果的な施策をスピーディ
ーに実施します。�

[主な事業 ]�
<製造業>大学連携工業振興事業、三遠南信地域等広域連携事業、�
　　　　　図書館を活用したビジネス支援サービス事業�
<農業>農産物マーケティング・チャレンジ事業�
<林業>間伐促進対策事業�
<観光>観光パワーアップチャレンジ事業、天竜峡活性化事業�
<商業・ｻｰﾋﾞｽ業>経営改善支援事業　など�

当地域の経済自立度はバブル期（1991）においても58％でした。それを上
回る70％の目標を達成するためには、地域産業の付加価値を高めることが
課題です。そのためには人材育成と企業・人材誘導がすべての産業分野で
急務となっています。地域産業の将来を担う人材を育成するとともに、企業・
人材誘導に地域が総力をあげて取り組みます。�

[主な事業 ]�
企業誘致推進事業、人材誘導事業、飯田産業技術大学事業、�
産業活性化懇話会開催事業　など�

飯田・南信州地域には、多種多様な産業が根付いています。豊かな地域
資源の連携を促進し、地域独自の新しい活力を生み出します。また、商
業・サービス業、建設業など地域内循環を支える産業の健全な発展を支
援します。�

[主な事業 ]�
エコツーリズム推進事業、まちなか観光推進事業、�
地域農産物等の海外輸出チャレンジ事業、�
イベント活用型マーケティング事業、域産域消推進事業　など�

事業者自らが�
実施する�
パワーアップ活動�

事業者自らが�
実施する�
パワーアップ活動�

事業者自らが�
実施する�
パワーアップ活動�

人材育成と企業、�
人材誘導�
人材育成と企業、�
人材誘導�
人材育成と企業、�
人材誘導�

地域内産業の�
多様な連携�
地域内産業の�
多様な連携�
地域内産業の�
多様な連携�

46.2％� 41.6％�
50％�

43.5％�

70％�

2001年� 2002年� 2003年� 2007年� 2014年�

経済�
自立度�
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愛
知
県
東
三
河
、
静
岡
県
遠
州
、
長
野
県
南
信
州
の
三
遠
南

信
地
域
は
、
古
く
か
ら
地
域
同
士
の
連
携
や
交
流
が
盛
ん
で
す
。

そ
の
歴
史
は
縄
文
時
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
、
多
く
の

人
や
物
資
が
往
来
。
ま
さ
に
地
域
が
ひ
と
つ
に
結
ば
れ
て
い
ま

し
た
。�

　
今
回
の
特
集
で
は
、
昔
の
文
化
や
生
活
を
支
え
た
「
み
ち
」
、

そ
し
て
現
在
行
わ
れ
て
い
る
「
人
」
の
交
流
を
紹
介
し
ま
す
。�

こ
の
特
集
は
、飯
田
市
、浜
松
市
、

豊
橋
市
の
3
市
広
報
担
当
課
の

共
同
企
画
で
す
。�

問
合
せ
　
情
報
推
進
課�

1
0
2
6
5（
2
2
）4
5
1
1�

　
内
線
2
1
2
4

　
街
道
の
歴
史
は
古
く
「
伊
勢

物
語
」
の
東
下
り
、
「
平
家
物

語
」
の
海
道
下
り
な
ど
で
知
ら

れ
る
東
海
道
、
吉
田
（
現
在
の

豊
橋
市
）
な
ど
の
東
海
地
方
と

飯
田
な
ど
の
信
濃
国
（
現
在
の

長
野
県
）
を
結
ぶ
伊
那
街
道
、

さ
ら
に
は
塩
や
生
糸
を
運
ん
だ

「
塩
の
道
」
や
秋
葉
神
社
へ
の

参
拝
路
の
「
秋
葉
街
道
」
な
ど
、

多
く
の
道
に
よ
っ
て
人
々
は
交

流
し
、
お
互
い
の
文
化
や
生
活

を
支
え
あ
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
、
年
を
追
う
ご
と
に

道
は
整
え
ら
れ
、
交
流
は
さ
ら

に
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。�

　
天
竜
川
は
諏
訪
湖
か
ら
発
し

て
、長
野
県
南
部
を
流
れ
、静
岡

県
の
遠
州
灘
に
ぬ
け
る
川
で
す
。�

　
こ
の
天
竜
川
で
は
、
江
戸
時

代
の
初
め
ご
ろ
か
ら
、
川
船
に

人
や
物
を
乗
せ
て
運
ぶ
、
舟
運

が
始
ま
り
ま
し
た
。
米
、
和
紙

の
原
料
と
な
る
コ
ウ
ゾ
、
そ
れ

に
木
材
な
ど
を
乗
せ
て
下
り
、

塩
や
魚
、
砂
糖
な
ど
を
乗
せ
て

上
っ
て
い
ま
し
た
。�

　
舟
運
は
、
大
量
の
荷
物
を
安
く
、

し
か
も
早
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き

た
た
め
、
発
展
し
て
い
き
ま
し

た
。�

　
舟
に
は
3
〜
4
人
の
船
頭

が
乗
り
、
さ
お
を
使
っ
て
岩
や
浅

瀬
を
よ
け
な
が
ら
下
り
ま
す
。

上
り
の
と
き
は
、
１
人
が
舵
を

と
り
、
残
り
の
人
た
ち
が
岸
か

ら
舟
を
引
い
て
さ
か
上
り
ま
し
た
。

南
風
が
吹
く
4
〜
8
月
に
は
、

帆
で
風
を
受
け
て
上
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。�

生活を支えた「みち」�

水

運

�

街

道

�

昔
も
今
も
、
三
遠
南
信
交
流

昔
も
今
も
、
三
遠
南
信
交
流�
昔
も
今
も
、
三
遠
南
信
交
流

昔
も
今
も
、
三
遠
南
信
交
流�
昔
も
今
も
、
三
遠
南
信
交
流�

大正～昭和初期大正～昭和初期�
※吉沢貞美さん（飯田市）所蔵※吉沢貞美さん（飯田市）所蔵�
大正～昭和初期�
※吉沢貞美さん（飯田市）所蔵�

二川宿本陣資料館（豊橋市）�
東海道二川宿で大名や公家など貴人の宿
舎であった「本陣」と、庶民の宿であっ
た旅籠屋「清明屋」を江戸時代の姿に
改修復原し、一般公開しています。�

炭俵を舟に積み込むところ。（1932年）�
※写真 浜松市さくま郷土遺産保存館蔵�

新田組龍燈鞘堂（浜松市上島）�
遠州の秋葉街道沿いに多く存在する常夜
灯です。集落ごとに燈篭を建てて火の災い
のおよばないことを祈るとともに秋葉山参
詣の道しるべにもなっています。�
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東
海
道
御
油
宿
（
現
豊
川
市
）

か
ら
見
付
宿
（
現
磐
田
市
）
へ

通
じ
る
脇
街
道
を
姫
街
道
と
い

い
ま
す
。�

　
1
7
0
7
年
（
宝
永
4
年
）

に
東
海
道
筋
を
襲
っ
た
大
地
震

で
浜
名
湖
口
〜
新
居
宿
間
が
被

害
を
受
け
、
東
海
道
の
通
行
が

困
難
に
な
っ
た
と
き
、
臨
時
に

姫
街
道
を
往
来
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。�

　
東
海
道
が
復
旧
し
て
も
姫

街
道
の
通
行
量
は
減
る
こ
と
な

く
、
反
対
に
東
海
道
は
寂
れ
て

し
ま
っ
た
た
め
幕
府
は
特
別
な

こ
と
以
外
は
大
名
や
旗
本
が

通
る
こ
と
を
禁
じ
ま
し
た
。�

　
そ
れ
以
後
姫
街
道
は
、
大

名
な
ど
の
貴
婦
人
の
大
き
な
行

列
が
通
行
す
る
だ
け
の
静
か
な

往
来
に
な
り
ま
し
た
。�

　
1
9
3
7
年
に
飯
田
線
の
豊

橋
〜
辰
野
間
が
全
通
し
、
続
い

て
天
竜
川
流
域
に
ダ
ム
が
つ
く

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
天
竜

川
を
下
る
筏
や
川
船
の
役
割
も

終
わ
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
馬
を
使
っ
た
運
送
も

1
9
5
0
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

や
が
て
道
路
が
整
備
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
、
自
動
車
を
使
っ

た
運
送
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。�

　
そ
し
て
近
年
、
昔
か
ら
の
活

気
あ
る
交
流
を
復
活
さ
せ
、
新

た
な
圏
域
を
創
造
し
よ
う
と
す

る
気
運
が
高
ま
り
、
か
つ
て
の

秋
葉
街
道
や
天
竜
川
の
代
わ
り

と
な
る
三
遠
南
信
自
動
車
道
の

開
通
が
切
望
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
江
戸
時
代
に
な
る
と
民
間
の

運
送
業
「
中
馬
稼
ぎ
」
が
発
展

し
、
物
流
が
大
幅
に
拡
大
し
ま

し
た
。�

　
中
馬
は
１
日
に
8
里
（
約
３２

㎞
）を
歩
き
、
飯
田
か
ら
吉
田
ま

で
3
〜
4
日
か
け
て
荷
を
運

び
ま
し
た
。
信
濃
国
か
ら
は
、

た
ば
こ
や
紙
、
串
柿
（
干
し
柿
）

な
ど
が
運
ば
れ
、
東
海
地
方
か

ら
は
魚
や
塩
な
ど
が
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
。�

　
江
戸
時
代
半
ば
ご
ろ
に
は
「
飯�

田
は
１
日
に
1
、
0
0
0
匹
の

馬
が
入
り
、
1
、
0
0
0
匹
の

馬
が
出
て
い
く
」
と
い
わ
れ
る
く

ら
い
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。�

　
伊
那
谷
で
は
、
馬
頭
観
音
の
石

碑
を
あ
ち
こ
ち
で
見
か
け
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
馬
が
い
か
に
大
切

に
さ
れ
て
い
た
か
を
物
語
っ
て
い

ま
す
。�

文化や生昔�昔�昔�

陸

運

�（中
馬
）�

時
代
の
流
れ�

東
海
道
を
襲
っ
た
大
地
震�

姫街道と東海道の略図�

中
馬
は
１
人
で
４
頭
の
馬
を
ひ

い
た
。
同
じ
馬
で
最
初
か
ら
最
後

ま
で
荷
を
運
ん
だ
た
め
、
荷
く

ず
れ
し
な
い
で
、そ
れ
ま
で
よ
り

も
安
く
早
く
運
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。�

※
下
伊
那
教
育
会
蔵�

江
戸
時
代（
1
8
3
7
年
）

の
遠
州
地
図�

中馬の繁栄を祈って飯田市の
育良神社に納められた絵馬。
（1870年）�
※飯田市育良神社蔵�

3-13-1

東海道東海道�東海道�

姫街道姫街道�姫街道�

遠州灘�

三河湾�

浜
名
湖�

豊
川�

天
竜
川�

御
油�

当
古�

嵩
山�

気
賀�

二
川� 新

居�

浜
松�舞

坂�

市
野�

安
間�

見
付�

三
ヶ
日�

白
須
賀�

吉
田�
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え結ばれる「人」�

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト�

り
ん
ご
と
み
か
ん
の
交
流�

　
天
竜
川
の
水
運
、
塩
の
道
な

ど
、
昔
か
ら
繰
り
広
げ
ら
れ
て

き
た
三
遠
南
信
地
域
の
交
流
を

県
境
を
は
さ
ん
だ
こ
の
地
域
に

再
び
復
活
さ
せ
る
た
め
、
地
域

間
の
連
携
を
強
化
し
、
一
体
的

な
振
興
発
展
を
目
指
し
、
始
ま

っ
た
の
が
「
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ

ト
」
で
す
。
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
は
、

三
遠
南
信
地
域

の
市
町
村
と
経

済
界
が
、
国
、
県
、

地
域
住
民
の
協

力
と
参
加
の
も

と
で
、
平
成
5

年
か
ら
東
三
河
、

遠
州
、
南
信
州

の
3
地
域
持
ち

回
り
で
開
催
し

て
い
ま
す
。�

　
１３
回
目
の
今

年
度
の
テ
ー
マ

は
「
三
遠
南
信
・

新
た
な
時
代
の
幕
開
け
〜
夢
街

道
い
よ
い
よ
実
現
へ
〜
」
と
し
て
、

地
域
間
交
流
の
基
軸
で
あ
る
三

遠
南
信
自
動
車
道
に
改
め
て
焦

点
を
当
て
ま
し
た
。�

　
よ
り
多
く
の
住
民
の
皆
さ
ん

が
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

づ
く
り
と
し
て
、
今
年
度
の
サ

ミ
ッ
ト
か
ら
は
、「
行
政
と
経
済

の
サ
ミ
ッ
ト
」
に
加
え
、
新
た

に
「
地
域
・
住
民
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
」

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。�

　
三
遠
南
信
地
域
を
地
域
住
民

と
経
済
界
、
行
政
の
3
者
が
一

体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
観
点

か
ら
考
え
る
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
は
、

多
様
な
情
報
交
換
や
交
流
の
場

と
し
て
、
よ
り
大
勢
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
促
し
、
ま
た
三
遠
南

信
地
域
の
一
体
感
を
醸
成
す
る

仕
組
み
と
し
て
、
一
緒
に
な
っ

て
考
え
、
行
動
す
る
取
組
み
の

先
駆
け
と
な
り
ま
し
た
。�

　
浜
松
市
三
ケ
日
町
と
飯
田
市
南

部
地
域
（
千
代
・
龍
江
・
川
路
・

三
穂
）
の
公
民
館
で
行
わ
れ
て
い

る
交
流
事
業
で
す
。�

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
3
年
か

ら
行
わ
れ
て
お
り
、
近
年
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
を
代
表
す
る
リ
ン

ゴ
と
ミ
カ
ン
の
農
業
体
験
を
通
し

て
、
お
互
い
の
地
域
の
生
活
や
自

然
、
文
化
を
肌
で
感
じ
て
も
ら
い
、

将
来
の
三
遠
南
信
地
域
を
考
え
る

き
っ
か
け
づ
く
り
に
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
中
学
生
を
対
象
に
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。�

　
昨
年
は
、
8
月
２７
日
〜
２８
日

に
飯
田
市
、
１１
月
5
日
〜
6
日

に
浜
松
市
で
開

催
さ
れ
、
約
８０

人
の
中
学
生
た

ち
が
参
加
し
、

交
流
を
深
め
ま

し
た
。�

地域住民セッション風景地域住民セッション風景�地域住民セッション風景�

リンゴの木の前でハイチーズリンゴの木の前でハイチーズ�リンゴの木の前でハイチーズ�

ミカンの収穫作業�ミカンの収穫作業�

固く握手を交わす固く握手を交わす3市長市長�
右から牧野飯田市長右から牧野飯田市長･北脇浜松市長北脇浜松市長･早川豊橋市長早川豊橋市長�
固く握手を交わす3市長�
右から牧野飯田市長･北脇浜松市長･早川豊橋市長�

南信州�

遠　州�

浜松市�浜松市�

飯田市�飯田市�道中央自動車道�道�

第二東名高速道路�第二東名高速道路�

東名高速道路�東名高速道路�

ＪＲ東海道本線�ＪＲ東海道本線�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線

Ｊ
Ｒ
飯
田
線�

Ｊ
Ｒ
飯
田
線�

三
遠
南
信
自
動
車
道

三
遠
南
信
自
動
車
道�

三
遠
南
信
自
動
車
道�
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県境を越え今�今�今�
中
学
生
の
交
流�

本
の
交
流�

　
昨
年
8
月
１１
日
〜
１２
日
「
三
遠
南
信

中
学
生
交
流
会
」
が
阿
南
少
年
自
然
の

家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
飯
田
・
浜
松
・

豊
橋
市
の
中
学
生
約
1
5
0
人
が
参
加

し
、
生
徒
会
活
動
の
意
見
交
換
や
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
学
習
を
通
じ
て
、
仲
間
づ

く
り
と
見
聞
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。�

　
3
市
の
中
学
生
が
入
り
混
じ
っ
て

の
班
で
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
の
生
徒
会
運
営
に
つ
い
て
の
意

見
交
換
を
し
た
り
、
水
引
工
芸
館
で
水

引
作
り
の
体
験
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
に
話
す
言
葉
に
出
て
く
る
方

言
に
地
域
の
違
い
を
一
番
感
じ
ま
し
た

が
、
班
の
活
動
を
通
し
て
協
力
し
合
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仲
が
深
ま
っ
て
い
き
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。�

　
こ
の
体
験
で
自
分
た
ち
が
将
来
ど
ん

な
地
域
に
行
っ
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
明

る
く
仲
間
に
な
れ
る
と
い
う
安
心
感
が

で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。�

　
僕
は
こ
の
交
流
会
に
浜
松
・
豊
橋
市

の
生
徒
を
迎
え
入
れ
る
立
場
と
し
て
、

準
備
段
階
か
ら
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

班
長
や
部
屋
長
を
任
さ
れ
て
い
た
の
で

と
て
も
心
配
で
し
た
。
当
日
、
や
は
り�

最
初
は
他
校
の
人
と
う
ま
く
接
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
な
ど
の
活
動

を
通
じ
て
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
、

2
日
間
が
本
当
に
楽
し
く
な
り
、
う

れ
し
か
っ
た
で
す
。�

　
み
ん
な
の
協
力
の
お
か
げ
で
な
ん

と
か
班
長
・
部
屋
長
も
つ
と
め
る
こ

と
が
で
き
、
こ
の
交
流
会
で
は
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
今

後
の
人
生
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。�

　
こ
れ
ま
で
浜
松
や
飯
田
へ
遊
び

に
は
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
、
地
元
の
人
と
ゆ
っ
く
り
話
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
、
参
加
す
る
前
は
少
し

不
安
で
し
た
が
、
初
め
て
会
っ
た

メ
ン
バ
ー
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作

っ
た
り
、
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
意
見

交
換
を
す
る
な
ど
、
言
葉
の
違
い
な

ど
気
に
な
ら
ず
、
楽
し
く
参
加
で
き

ま
し
た
。�

　
初
対
面
の
人
ば
か
り
で
し
た
が
、

協
力
し
て
活
動
し
た
り
、
交
流
が
で

き
た
こ
と
は
、
と
て
も
よ
い
経
験
に

な
り
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
私
の
グ
ル
ー
プ
の
子
た
ち

が
自
分
の
地
元
に
つ
い
て
の
話
を
し

て
く
れ
た
の
で
、
そ
の
町
へ
行
く
と

き
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。�

　
飯
田
市
な
ど
で
活
発
に
活
動

し
て
い
る
飯
伊
婦
人
文
庫
に
影

響
を
受
け
、
平
成
9
年
か
ら
「

飯
田
・
豊
橋
読
書
会
交
流
会
」

は
始
ま
り
ま
し
た
。�

　
そ
れ
か
ら
、
毎
年
飯
田
と
豊

橋
を
相
互
に
訪
れ
、
お
互
い
の

読
書
会
活
動
に
つ
い
て
発
表
し

た
り
、
文
学
に
縁
の
あ
る
地
を

訪
ね
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合

っ
た
り
し
て
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。�

　
ま
た
「
浜
松
・
豊
橋
読
書
交

歓
会
」
は
、
今
年
度
で
４２
回
を

数
え
る
交
流
会
で
、
共
通
の
本

を
テ
ー
マ
に
感
想
を
話
し
合
い

ま
す
。�

　
読
書
は
一
人
で
す
る
も
の
で

す
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
で
、
一
人
で
読
む
よ
り

も
ず
っ
と
幅
広
く
受
け
取
れ
た

り
、
話
が
広
が
っ
た
り
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
お
互
い
の
刺
激

の
繰
り
返
し
が
、
長
く
続
い
て

き
た
理
由
だ
と
思
い
ま
す
。�

北部中学校�
藤田英美さん�
（浜松市）�

高師台中学校�
水藤央子さん�
（豊橋市）�

河合すみ子さん�
（豊橋市）�

飯田東中学校�
正木　亨さん�
（飯田市）�

3-23-2

みんなで協力しゴールを目指すウオークラリーみんなで協力しゴールを目指すウオークラリー�みんなで協力しゴールを目指すウオークラリー�

飯田・豊橋読書会交流会風景飯田・豊橋読書会交流会風景�飯田・豊橋読書会交流会風景�

東三河�

豊橋市�豊橋市�

中央自動車道中央自動車道�中央自動車道

東海環状東海環状�
自動車道自動車道�
東海環状�
自動車道�

三遠南信エリア情報！三遠南信エリア情報！�三遠南信エリア情報！�
http://www.san-en-nanshin.jp/
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　１月17日、「地域経済活性化プログラム2006」に基づ

き、信州大学工学部、みなみ信州農業協同組合、下伊那

園芸農業協同組合それぞれと、パワーアップ協定を締結し

ました。工業分野、農業分野におけるパワーアップ活動の

総合的な支援に向けて、また一歩前進しました。�

　1月8日、市内15会場で開催しまし

た。今年度の成人該当者は、男性706

人女性807人の合計1,513人。�

　各会場では、公民館ごとに組織する

実行委員が企画した、地域の特色を生

かしたさまざまな式典やイベントが繰り広

げられました。竜丘地区では、実行委員

7人が鈴岡城址公園の歴史を学んだこ

とを発表し、成人者たち、地元の皆さん、

保護者などの関心を集めていました。�

　12月13日、長野県建築士会飯伊支部との「災害時

における応急措置等の協力に関する協定」を締結。災

害発生直後、公共施設、避難所などの危険度を判定し

ていただくことで、被害の拡大を未然に防ぎます。�

将来への思いを胸に�
飯田市成人式�

建築士会との災害時応援協定�

二次災害を防ぐために�

地域学習を発表する成人代表者　竜丘地区�

右から、新井園協組合長、市長、松下みなみ信州農協組合長�

三穂地区式典風景�

協定書に署名する吉澤飯伊支部長と市長�
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　１月９日、文化会館で式典を開催。長

年消防活動に努められた方 を々表彰し

ました。式典後は、消防団員をはじめと

する参加者の皆さんと消防自動車が

市内をパレードしました。第2会場となっ

た通り町では、恒例のまとい振りや消

防音楽隊の演奏、消防車による消火

訓練を行いました。今年一年の飯田市

の安全・安心な生活を思い、防災への

決意を新たにしました。�

　12月22日、龍江地区の用地単価確認書調印式が

行われました。第二工区としては、平成16年10月の

千代地区に引き続く締結となり、今後の事業促進、さ

らには全線開通に向けての大きな一歩となりました。�

連携・協力の強化を�三遠南信自動車道第二工区�

龍江地区調印式�

パワーアップ協定�

飯田市消防出初式�

安全・安心の要�

中央通りをパレードする女性消防団員の皆さん�

通り町で披露された消火訓練�

左から、市長、林用地組合長、若尾飯田国道事務所長�

野村信大工学部長と固い握手を交わす�
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�

市立病院　小児科�
長沼  邦 明　 医師�

生
ま
れ
て
３
カ
月
ま
で
の�

　
赤
ち
ゃ
ん
の
咳
は
要
注
意
！�

　
台
湾
で
は
旧
正
月
前
の
１

月
下
旬
が
「
歳
末
セ
ー
ル
」

の
時
期
に
あ
た
る
そ
う
で
す
。

今
年
は
、
こ
の
時
期
に
台
北

の
主
要
デ
パ
ー
ト
で
「
日
本

の
干
し
柿
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
、
台
湾
初
お
目
見
え
の

市
田
柿
も
好
評
を
博
し
ま
し

た
。�

　
柿
は
ド
イ
ツ
で
も
「K

aki

」

と
表
示
さ
れ
て
店
先
に
並
ん

で
い
ま
す
。
か
つ
て
ド
イ
ツ

の
食
文
化
は
「
ソ
ー
セ
ー
ジ

と
ビ
ー
ル
く
ら
い
し
か
な
い
」

と
揶
揄
さ
れ
た
も
の
で
し
た

が
、
1
9
9
0
年
代
に
Ｅ
Ｕ

の
経
済
統
合
が
進
ん
だ
お
か

げ
で
、
市
場
に
は
驚
く
ほ
ど

さ
ま
ざ
ま
な
食
物
が
溢
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。�

　
し
か
し
ド
イ
ツ
の
農
産
物

も
捨
て
た
も
の
で
は
な
く
、

中
で
も
と
び
き
り
お
い
し
く

感
じ
る
の
は
春
に
し
か
出
回

ら
な
い
白
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
で
す
。

ド
イ
ツ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
メ
ニ

ュ
ー
で
も
野
菜
類
は
魚
肉
の

添
え
物
と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
が
、

白
ア
ス
パ
ラ
だ
け
は
別
で
「
牛

肉
を
添
え
た
白
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

の
よ
う
に
主
役
扱
い
に
な
り

ま
す
。
耕
作
す
る
の
も
料
理

す
る
の
も
相
当
手
間
が
か
か

る
白
ア
ス
パ
ラ
で
す
が
、
取
れ

た
て
の
お
い
し
さ
は
2
日
程

度
し
か
保
た
な
い
た
め
、
商

魂
た
く
ま
し
い
日
本
の
商
社

で
さ
え
輸
入
を
あ
き
ら
め
て

い
る
ほ
ど
の
典
型
的
な
「
域

産
域
消
」
の
農
産
物
で
す
。�

　
つ
く
る
の
に
手
間
が
か
か

る
こ
と
で
は
白
ア
ス
パ
ラ
に

負
け
て
い
な
い
市
田
柿
も
、

近
い
将
来
「Ich

id
ag
aki

」

と
し
て
国
際
的
に
認
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。�

そ
の
14
　「
海
を
越
え
る
市
田
柿
」�

　
一
般
に
、
子
ど
も
の
症
状
で

熱
や
嘔
吐
は
実
際
よ
り
重
く
受

け
と
め
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
逆

に
実
際
の
状
況
よ
り
軽
め
に
受

け
と
め
ら
れ
が
ち
な
症
状
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
小
さ

な
赤
ち
ゃ
ん
の
咳
で
す
。
最
初

の
１
日
く
ら
い
は
問
題
な
い
と

は
思
い
ま
す
が
、
２
〜
３
日
と

続
く
場
合
に
は
、
見
た
目
よ
り

状
況
は
深
刻
に
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。�

　
生
後
３
カ
月
く
ら
い
ま
で
の

赤
ち
ゃ
ん
の
咳
で
重
症
化
す
る

も
の
に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
風
邪
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
気
管

支
炎
と
、
百
日
咳
が
あ
り
ま
す
。

百
日
咳
は
予
防
接
種
が
行
わ
れ

て
お
り
大
流
行
に
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
、
Ｒ
Ｓ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
気
管
支
炎
は
、

冬
に
な
る
と
何
人
も
の
赤
ち
ゃ

ん
が
入
院
し
時
に
重
症
化
し
ま

す
。
昨
年
の
冬
に
は
当
院
だ
け

で
３５
人
の
入
院
が
あ
り
、
２
人

は
人
工
呼
吸
を
必
要
と
す
る
ほ

ど
大
変
重
篤
な
状
態
で
し
た
。

こ
の
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
赤

ち
ゃ
ん
の
気
管
支
炎
は
要
注
意

で
す
。�

　
そ
れ
で
は
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス

気
管
支
炎
の
予
防
と
、
な
っ
て

し
ま
っ
た
時
の
注
意
点
に
つ
い

て
少
し
お
話
し
し
ま
す
。
ま
ず
、

１２
月
、
１
月
、
２
月
に
生
後
３

カ
月
ま
で
を
過
ご
す
赤
ち
ゃ
ん

は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
す
。

ま
た
周
り
に
子
ど
も
の
い
る
環

境
の
場
合
、
子
ど
も
が
風
邪
を

ひ
い
て
い
た
ら
、
赤
ち
ゃ
ん
に

は
近
づ
け
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。�

　
咳
が
始
ま
っ
た
ら
、
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
哺
乳
は
い
つ
も
の
７
割

が
保
た
れ
て
い
る
か
（
哺
乳
力

低
下
の
有
無
）、
咳
込
ん
だ
後
、

唇
の
色
が
紫
や
蒼
白
に
な
る
こ

と
は
な
い
か
（
チ
ア
ノ
ー
ゼ
の

有
無
）、
息
を
し
ば
ら
く
止
め
て

し
ま
う
こ
と
は
な
い
か
（
無
呼

吸
の
有
無
）
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
ぜ
ん
そ
く
家
系

の
場
合
重
症
化
の
心
配
が
あ
り

ま
す
（
ぜ
ん
そ
く
の
家
族
歴
有

無
）。
こ
れ
ら
の
う
ち
一
つ
で
も

該
当
す
る
場
合
は
必
ず
小
児
科

医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。�

　
こ
れ
ら
が
な
く
て
も
咳
が
２

〜
３
日
続
く
場
合
に
は
、
早
め

に
小
児
科
医
に
相
談
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。�

や
　
　
ゆ
�

せ
き�

じ
ゅ
う
と
く�



� 2006.2.1［広報いいだ］�

日ごろ感じていること、市政に対するご意見・ご質問、�
「広報いいだ」の感想など、広報広聴係までお寄せください。�

　
ぼ
く
の
夢
は
落
語
の
真
打
ち
に
な
る
こ
と
で
す
。
ぼ
く
は
友

だ
ち
が
落
語
を
習
っ
て
い
る
と
聞
い
て
「
落
語
っ
て
お
も
し
ろ

い
の
か
な
？
難
し
そ
う
だ
し
・
・
・
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
友
だ
ち
が
寄
席
を
や
っ
た
の
を
見
て
「
落
語
っ
て
こ
ん
な
に

お
も
し
ろ
い
も
の
な
ん
だ
」
と
思
い
、
習
い
始
め
ま
し
た
。
最

初
は
真
打
ち
を
目
指
そ
う
と
思
わ
な
か
っ
た
け
ど
、
立
川
談
四

楼
さ
ん
な
ど
の
寄
席
を
見
て
、
あ
こ
が
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。�

　
今
は
真
打
ち
目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。�

　私は今、保育の仕事をしています。
昔の子どもとちがい、自然の中で体を
動かして遊ぶ姿があまり見られなく
なっているように思います。天気の良
い日には、なるべく外に出て体をしっ
かり使って遊んだり、散歩に出かけた
時には、四季の景色の変化を楽しんだ
り、草花に目を向けたり、いろいろな
発見を子どもたちにもさせてあげたいと思っています。�
　最近では、子どもを１人で外で遊ばせることも難しくなっ
ています。子どもたちが安心して外に出られる環境づくり、
また次の世代の子どもたちにとって、いつまでも飯田のきれ
いな山や川などの自然環境が保たれるようなまちづくりをし
ていっていただきたいと思っています。�

毎月市民の皆さんに、�

1. 私の健康法�
2. 感動したこと�
3. 今がんばっていること�
4. まちづくりへの提言��
４つの項目の中から選んで
語っていただき、�
次の方にバトンタッチする
「リレートーク」です。�
次はあなたの番かも・・・�

先月の楯光司 さん（橋北）からのリレー�

真
打
ち�

目
指
し
て
！�

下栗住民のチャレンジ�

今がんばっていること�

下栗里の会�

野牧　知利さん�

渋谷めぐみさん（松尾）�

おか べ�りょうたろう�

岡部亮太朗 さん�
（山本小6年）�

の　まき� とし�ち�

しぶ　や�

　「凍った靴に足を入れるのに苦労を
して宿を出た。下栗ほど美しい平和な
山村を私はほかに知らない。ほとんど
平地がないから、家々は急斜面のあち
こちに散らばっている。南に向いてひ
あたりのいい斜面は麦畑になって、も
う青い芽が一、二寸伸びていた。とこ
ろどころに茶畑があり、森がまじって
いる。その絵のような道を行きなが
ら、私たちはたびたび振り返って聖岳
に目を楽しませることを忘れなかっ
た。」深田久弥はその著書の中で１９６８
年当時の下栗をこう描写した。�

　私たちは自分の住む地域の良さを知
らなさ過ぎた。今少しずつ観光のお客
様を迎えるようになって改めてそのこ
とを問い直している。時あたかも地方
にとって厳しい時代を迎え、今までの
ように「大樹の陰でおこぼれを」など
という甘えは許されない。深田の見た
美しい村では既にないかもしれない。
訪れた方たちの心に染みる対応ができ
たであろうか。もっと下栗のことを
知ってもらいたい。ここの良さが伝わ
るような物を作らねば。と下栗里の会
40人の問いかけは始まったばかりであ
る。�
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介
護
保
険
通
所
サ
ー
ビ
ス
の�

食
事
代
を
軽
減
し
ま
す�

お
墓
が
な
く
て�

お
困
り
の
方
へ�

経
済
活
性
化
講
演
会�

　
昨
年
１０
月
の
介
護
保
険
制
度

改
正
に
よ
り
全
額
自
己
負
担
と

な
っ
て
い
る
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

デ
イ
ケ
ア
の
食
事
代
を
、
今
年

１
月
利
用
分
か
ら
軽
減
し
ま
す
。�

▼
対
象
�

　
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

　
で
、
世
帯
全
員
が
市
民
税
非

　
課
税
の
方
。�

▼
軽
減
内
容
�

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
ケ
ア

　
の
食
事
代
を
、
１
回
の
食
事

　
利
用
に
つ
き
１
０
０
円
負
担

　
軽
減
し
ま
す
。�

▼
申
請
方
法
　
申
請
書
に
記
入

　
の
上
、
り
ん
ご
庁
舎
内
介
護

　
高
齢
課
、
市
役
所
各
支
所
・

　
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

　
は
ご
利
用
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・

　
デ
イ
ケ
ア
へ
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

※
対
象
者
に
は「
食
事
代
軽
減

　
申
請
書
」を
お
送
り
し
ま
す
。�

※
生
活
保
護
受
給
者
の
方
は
軽

　
減
の
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

　
の
で
、
申
請
書
を
お
送
り
し

　
ま
せ
ん
。�

▼
問
合
せ
�

　
介
護
高
齢
課
　
介
護
保
険
係
�

　
内
線
５
３
９
１
�

家
庭
ゴ
ミ
の
野
焼
き
は�

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す�

　
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
に

つ
い
て
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
、

一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
野
焼

き
に
よ
る
処
理
が
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
一
定
の
基
準

を
満
た
さ
な
い
焼
却
炉
も
使
用

で
き
ま
せ
ん
。�

　
家
庭
ご
み
は
焼
却
せ
ず
「
資

源
ご
み
」「
燃
や
す
ご
み
」「
埋

立
ご
み
」「
特
定
ご
み
」
な
ど
に

分
け
、
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
集
積

所
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

※
ご
み
は
で
き
る
だ
け
減
ら
し
、

　
分
別
を
行
い
再
資
源
化
し
ま

　
し
ょ
う
。�

▼
野
焼
き
が
例
外
と
し
て
認
め

　
ら
れ
て
い
る
事
項
�

○
庭
木
の
せ
ん
定
枝
や
落
ち
葉
、

　
草
な
ど
の
焼
却
�

○
田
畑
で
の
稲
わ
ら
や
も
み
殻
、

　
果
樹
の
せ
ん
定
枝
の
焼
却
�

○
ど
ん
ど
焼
き
、
迎
え
火
、
キ

　
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の

　
風
俗
習
慣
や
行
事
�

※
例
外
事
項
で
あ
っ
て
も
、
周

　
り
に
迷
惑
に
な
る
よ
う
な
焼

　
却
は
や
め
ま
し
ょ
う
。�

▼
使
用
で
き
る
焼
却
炉
の
基
準
�

　
次
の
基
準
を
す
べ
て
満
た
さ

　
な
い
と
使
用
で
き
ま
せ
ん
。�

○
ご
み
を
摂
氏
８
０
０
度
以
上

　
で
燃
や
す
こ
と
が
で
き
る
も

　
の
�

○
二
重
扉
な
ど
、
外
気
と
遮
断

　
さ
れ
た
状
態
で
ご
み
を
投
入

　
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
�

○
燃
焼
室
の
温
度
を
測
る
装
置

　
が
あ
る
こ
と
�

○
高
温
で
燃
焼
で
き
る
よ
う
に

　
助
燃
装
置
が
あ
る
こ
と
�

▼
問
合
せ
�

　
環
境
課
　
環
境
政
策
係
�

　
内
線
５
２
４
６
�

　
東
証
一
部
上
場
企
業
の
経
営

者
を
講
師
に
、
こ
れ
か
ら
の
企

業
戦
略
を
学
び
ま
す
。
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
お
気
軽

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
３
月
６
日
b
�

　
午
後
３
時
〜
５
時
�

▼
場
所
�

　
シ
ル
ク
プ
ラ
ザ
（
育
良
町
）�

▼
演
題
　
地
域
経
済
の
活
性
化
�

　
―
も
の
づ
く
り
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
―
�

▼
講
師
　
中
尾
哲
雄
氏
（
1
イ

　
ン
テ
ッ
ク
代
表
取
締
役
会
長
）�

▼
申
込
締
切
　
２
月
２０
日
b
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
�

　
1
０
２
６
５（
５
２
）１
６
１
３
�

　
飯
田
市
中
村
で
整
備
を
進
め

て
い
る
飯
田
市
営
西
部
霊
園
で

は
、
使
用
者
の
追
加
募
集
を
行

っ
て
い
ま
す
。�

▼
対
象
�

　
飯
田
市
に
お
住
ま
い
か
本
籍

　
の
あ
る
方
で
、
お
墓
が
な
く

　
て
お
困
り
の
方
。�

※
現
在
お
骨
を
お
持
ち
で
な
い

　
方
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
。�

▼
募
集
区
画
数
�

　
１２
区
画
（
先
着
順
）�

▼
永
代
使
用
料
�

　
１
区
画
（
４
㎡
、
カ
ロ
ー
ト

　
付
）　
５
９
０
、
０
０
０
円
�

▼
管
理
料
�

　
１
年
当
た
り
３
、
０
０
０
円
�

※
永
代
管
理
料
と
し
て
納
入
す

　
る
場
合
は
９
０
、
０
０
０
円
。�

▼
申
込
締
切
　
３
月
３１
日
f
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
環
境
課
　
環
境
衛
生
係
�

　
内
線
５
２
４
１
�

税目�

納期�

固定資産税（4期）�
国民健康保険税(2月分)

2月28日(火)

納税には便利な口座振替を
ご利用ください�

2月の納税�



� 2006.2.1［広報いいだ］�
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●�

　
平
成
１９
年
３
月
卒
業
予
定
の

大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
生
を

対
象
と
し
た
、
地
元
企
業
の
合

同
説
明
会
で
す
。�

　
こ
の
機
会
に
地
元
企
業
を
知

り
就
職
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

事
前
の
申
込
は
不
要
で
す
。
希

望
者
は
直
接
会
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
２
月
２０
日
b
�

　
午
後
０
時
３０
分
〜
５
時
�

▼
場
所
�

　
飯
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

▼
内
容
�

○
企
業
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

　
シ
ョ
ン
�

○
個
別
面
談
に
よ
る
会
社
説
明
�

○
就
職
相
談
コ
ー
ナ
ー
�

▼
問
合
せ
�

　
産
業
振
興
支
援
室
　
労
政
係
�

　
内
線
４
４
１
９
�

合
同
企
業
説
明
会�

県
民
交
通
災
害
共
済
に�

加
入
し
ま
せ
ん
か�

　
長
野
県
民
交
通
災
害
共
済
で

は
、
１８
年
度
の
会
員
を
募
集
し

ま
す
。
こ
の
共
済
は
、
交
通
事

故
に
遭
い
、
ケ
ガ
を
し
た
り
亡

く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
見
舞
金

が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。（
入

通
院
２
日
以
上
１
万
８
千
円
か

ら
、
死
亡
時
１
０
０
万
円
）�

▼
会
員
期
間
�

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
〜
�

　
１９
年
３
月
３１
日
の
１
年
間
�

▼
申
込
書
の
送
付
�

　
申
込
書
は
個
人
情
報
が
記
載

　
さ
れ
て
い
る
た
め
世
帯
ご
と

　
に
封
筒
に
入
れ
、
２
月
中
に

　
組
合
配
布
、
ま
た
は
郵
送
し

　
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
加
入
希
望
の
方

　
は
、
申
込
書
に
会
費
（
１
人

　
４
０
０
円
）
を
添
え
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
受
付
場
所
�

　
市
役
所
２
階
交
通
防
災
課
、

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
、
り
ん
ご
庁
舎
市

　
民
証
明
コ
ー
ナ
ー
、
各
金
融

　
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）�

※
各
組
合
ご
と
に
取
り
ま
と
め

　
を
行
う
場
合
も
あ
り
ま
す
。�

※
幼
稚
園
、保
育
園
、小
・
中
学

　
校
の
子
ど
も（
学
童
会
費
１

　
人
１
０
０
円
）は
、各
園
・
学
校

　
で
取
り
ま
と
め
を
し
ま
す
。�

▼
申
込
締
切
�

　
平
成
１８
年
３
月
３１
日
f
�

▼
問
合
せ
　
交
通
防
災
課
�

　
内
線
２
４
３
５
�

「男らしく」「女らしく」から「自
分らしく」生きる。豊かで生き
やすい社会づくりの取り組みにつ
いてお話しいただきます。�

開会式・表彰式�９：50

事例発表�10：20

ピアノ演奏会�12：40

男女共同参画推進条例の紹介�13：15

～15：20

■託児の申込・問合せ　男女共同参画課　1 0265（22）4511　内線5351

ピアニスト上田トモコ氏による、愛のピアノ演奏�

男女共同参画計画市民推進会議会長　長谷川敬子氏�

「ともに地域で暮らすために」� 前島光明氏（NPO法人くれよん　理事長）�

と�

ひと� ひと�

昼食交流・ふれあい市場�

講演会「自分らしく生きるために」�

参加される方は、500円の参加券（昼食付）を市役所受付、りんご庁舎男女共同参画課、�
各支所・自治振興センター・公民館でお求めください。�

講師　小宮山洋子氏�
　　　（元NHKアナウンサー、�
　　　現衆議院議員）�

●手話通訳、要約筆記あり。�
●託児を希望の方は事前にお申し込みください。�
●参加券はどの時間から入場しても有効です。�

寸劇「みんなで　子育て」�子育てをしながら、妻が働き続けるために若い夫婦は・・・�

（昼食の引き替え時間は　12：00～13：10�
　ふれあい市場は　9：30～13：00、15：20～16：00�
　上村・南信濃の特産物も販売します。）�

「地域の食材　安心・安全　仲間とともに」� 吉川多恵子氏（農業グループ）�

「企業における女性の活用」� 藤井昭氏（神稲建設㈱　管理部次長）�

「教師の一言」� 伊澤宏爾氏（飯田市教育長）�

・・・・・�

・・・・�

・・・・・・・・・・・�

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�

女�男�女�男�

11：30

12：00

13：30
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●�
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■問合せ　美術博物館　1 0265（22）8118

プログラム�
　10:10　肖像画を読む－清拙正澄の頂相をめぐって－（織田顕行）�
　10:30　飯田・下伊那における日米親善人形（北林勝士）�
　10:50　年間の小さな祭と霜月祭（桜井弘人）�
　11:10　南信州における窯業の歴史（岡田正彦）�
　11:30　下伊那唐草文土器の様相（吉川金利）�
　11:50　『伊奈郡菌部』等におけるキノコ類の記述比較考（熊谷良一）�
　13:00　鯨の島へ渡った佐竹蓬平－長崎県生月島で描いた山水図－（槇村洋介）�
　13:20　伊那谷と正宗－寄贈記念特別陳列の調査から－（小島淳）�
　13:50　日本海型ブナ林構成種の太平洋側における生育状況から考えられること（蛭間啓）�
　14:10　殖え続ける帰化植物の現況－飯田下伊那への帰化植物の侵入－（木下進）�
　14:30　天竜川沿いに入り込む照葉樹林の蛾たち（四方圭一郎）�
　14:50　赤石山地の変動を和田層の時代と堆積環境から読む（村松武）�
　15:10　富草層群産の中型のシカ化石（小泉明裕）�

　美術博物館学芸員・専門研究員の調査・研究の成果を発表する報告会を行います。事
前の申込は必要なく、興味のある項目だけの聴講も自由です。�

第３回　美術博物館研究活動報告会�

　
４
月
か
ら
障
害
者
自
立
支
援

法
が
ス
タ
ー
ト
し
、
今
の
障
害

者
医
療
制
度
の
一
部
は
「
自
立

支
援
医
療
」
と
改
正
さ
れ
ま
す
。�

　
現
在
、
精
神
障
害
者
通
院
医

療
費
公
費
（
通
称
「
通
院
公
費
」、

「
ま
る
公
」）
を
受
け
て
い
る
方

は
、
自
立
支
援
医
療
費
支
給
認

定
申
請
書
な
ど
の
提
出
が
必
要

で
す
。
ま
だ
申
請
書
な
ど
の
提

出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お

早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
提
出
先
�

　
り
ん
ご
庁
舎
福
祉
課
ま
た
は

　
市
役
所
各
支
所
・
自
治
振
興

　
セ
ン
タ
ー
�

▼
提
出
期
限
　
２
月
１５
日
d
�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
問
合
せ
�

　
福
祉
課
　
障
害
福
祉
係
�

　
内
線
５
３
１
１
�

通
院
公
費
、
ま
る
公
を�

受
給
し
て
い
る
方
へ�

　
日
本
赤
十
字
社
の
社
費
納
入

に
あ
た
り
、
皆
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。�

　
皆
様
か
ら
お
納
め
い
た
だ
い
�

た
社
費
な
ど
は
、
戦
争
や
災
害
、

病
気
な
ど
で
苦
し
ん
で
い
る
世

界
各
国
の
人
々
の
救
援
活
動
や
、

国
内
の
地
震
、
台
風
な
ど
の
被

災
者
の
救
護
活
動
、
医
療
、
献

血
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野
で

の
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
今
後
も
、
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。�

▼
飯
田
市
地
区
内
の
ご
協
力
額
�

○
一
般
社
費
�

　
１
６
、
０
８
８
、
６
０
０
円
�

○
寄
付
金
�

　
９
２
、
７
０
０
円
�

○
法
人
社
費
�

　
２
、
６
４
２
、
０
０
０
円
�

▼
問
合
せ
�

　
福
祉
課
　
日
赤
事
務
局
�

　
内
線
５
３
７
３
�

日
赤
社
費
納
入
の�

ご
協
力
へ
の
お
礼�

　
歴
史
研
究
所
で
は
、
月
に
１

度
研
究
所
員
が
研
究
内
容
を
報

告
し
、
参
加
者
が
自
由
な
意
見

交
換
を
す
る
研
究
会
を
行
っ
て

い
ま
す
。�

　
事
前
の
申
し
込
み
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
２
月
２５
日
g
�

　
午
後
２
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
歴
史
研
究
所
�

▼
報
告
テ
ー
マ
「
昭
和
初
期
の

　
飯
田
市
の
商
工
業
者
層
」�

　「
長
野
県
商
工
名
鑑
・
昭
和

　
１２
年
」
を
史
料
に
、
当
時
の

　
飯
田
町
の
商
工
業
者
層
の
業

　
種
構
成
と
階
層
、
空
間
構
成

　
を
考
察
し
ま
す
。�

▼
報
告
者
�

　
田
中
雅
孝
調
査
研
究
員
�

▼
問
合
せ
　
歴
史
研
究
所
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０
�

歴
史
研
究
所�

２
月
の
月
例
研
究
会�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ�

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル�

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
誰
も

が
気
軽
に
、
ま
た
、
年
齢
の
違

う
方
同
士
で
も
一
緒
に
楽
し
め

る
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
ス
ポ
ー

ツ
で
す
。
囲
碁
ボ
ー
ル
や
キ
ン

ボ
ー
ル
な
ど
、
ル
ー
ル
も
比
較

的
簡
単
で
、
楽
し
み
な
が
ら
体

を
動
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
場
で
は
、
体
力
測
定
も
行
い

ま
す
。
ご
家
族
揃
っ
て
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。�

▼
日
時
　
３
月
１２
日
a
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
�

▼
場
所
　
飯
田
勤
労
者
体
育
館
�

　（
松
尾
明
）�

▼
参
加
費
　
１
人
１
０
０
円
�

▼
持
ち
物
　
体
育
館
用
上
履
き
、

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
な
ど
�

▼
問
合
せ
�

　
ス
ポ
ー
ツ
課
�

　
内
線
５
５
７
４
�
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中
央
図
書
館
で
は
、
２
月
１１

日
-
建
国
記
念
日
を
特
別
開
館

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。�

▼
開
館
時
間
�

　
午
前
１０
時
〜
午
後
６
時
�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
�

中
央
図
書
館�

２
月
１１
日
を
特
別
開
館�

　
中
央
・
鼎
・
上
郷
図
書
館
で

は
、
蔵
書
の
点
検
の
た
め
、
次

の
と
お
り
臨
時
休
館
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

　
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。�

▼
休
館
日
�

○
中
央
図
書
館
�

　
２
月
２１
日
c
〜
２３
日
e
�

○
鼎
図
書
館
�

　
２
月
１５
日
d
�

○
上
郷
図
書
館
�

　
２
月
１６
日
e
〜
１７
日
f
�

※
２
月
２４
日
f
は
、毎
月
の
定

　
期
休
館
日（
第
４
金
曜
日
）の

　
た
め
３
館
と
も
休
館
で
す
。�

▼
問
合
せ
　
中
央
図
書
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）０
７
０
６
�

蔵
書
点
検
の
た
め
の�

図
書
館
臨
時
休
館�

　
親
子
を
対
象
に
、
宇
宙
の
不

思
議
な
世
界
を
学
び
ま
す
。�

▼
日
時
　
２
月
２５
日
g
�

　
午
後
３
時
〜
４
時
５０
分
�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

▼
講
師
　
奥
村
茂
実
氏
、
平
澤

　
喜
代
重
氏
、
お
月
見
天
文
同

　
好
会
の
皆
さ
ん
。�

▼
申
込
締
切
　
２
月
２４
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

子
ど
も
博
物
館
く
ら
ぶ�

「
銀
河
系
か
ら
宇
宙
へ
」�

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動

体
外
式
除
細
動
器
）
操
作
な
ど

の
救
命
講
習
を
受
け
て
み
ま
せ

ん
か
。�

　
日
赤
長
野
県
支
部
と
飯
田
広

域
消
防
で
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
や
団
体
、
グ
ル
ー
プ
（
５
人

以
上
）
な
ど
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。�

※
講
習
内
容
の
詳
細
、
日
程
調

　
整
な
ど
は
、
申
込
み
の
際
に

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
講
習
の
申
込
先
�

○
福
祉
課
　
日
赤
事
務
局
�

　
内
線
５
３
７
３
�

○
飯
田
広
域
消
防
本
部
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）０
１
１
９
�

※
救
命
救
急
技
術
を
学
ぶ
た
め

　
の
訓
練
人
形
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講

　
習
に
使
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機

　
械
は
、
初
期
消
火
活
動
に
使

　
う
小
型
動
力
ポ
ン
プ
と
共
に
、

　「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
に
よ

　
り
購
入
し
ま
し
た
。�

▼
問
合
せ
�

　
危
機
管
理
部
�

　
消
防
団
係
�

　
内
線
６
６
２
１
４
�

救
命
講
習
会
を�

実
施
し
て
み
ま
せ
ん
か�

　
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
話
を
聞

い
た
後
、
望
遠
鏡
で
実
際
の
星

を
観
察
し
ま
す
。�

▼
日
時
　
２
月
２５
日
g
�

　
午
後
６
時
３０
分
〜
８
時
�

▼
場
所
�

　
美
術
博
物
館
科
学
工
作
室
�

　（
正
面
向
か
っ
て
右
側
の
屋
上

　
へ
至
る
階
段
か
ら
直
接
入
る
）�

▼
申
込
締
切
　
２
月
２４
日
f
�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

星
空
観
察
会�

冬
の
大
三
角
と
カ
ノ
ー
プ
ス�

　

○コーディネーター�
　高坂詢氏（飯田女子短期大学教授）�
○パネリスト�
　新井　優氏（元松尾公民館広報委員長）�
　増田綾子氏（ＮＰＯ「くらりネット」理事）�
　　澤竜太郎氏（竜東中学校長）�
　山田安世氏（鼎公民館食育講座「もぐもぐ隊」代表）�

午後1時～5時�

　場所：飯田市公民館�

■問合せ　飯田市公民館　1 0265（22）1132�
　Ｅメール　iccc01@city.iida.nagano.jp

◎当日は託児室を用意します。託児は無料ですが、
　希望される方は事前に電話でお申し込みくだ
　さい。�
◎ご不明な点は、飯田市公民館までお問い合わ
　せください。�

　目まぐるしく変化する時代に生じるさまざまな地域
課題、生活の課題を解決していくためには何よりも
地域の教育力が不可欠です。公民館は現在、時代
の変化に対応するため「新たな公民館ビジョン」づ
くりをすすめています。43回目を数える今回は、こ
れからの公民館の担う役割について共に考えます。�

　社会教育功労者表彰ほか�

午後1時～1時30分�

午後1時30分～3時�

○演題　
○講師　堀内秀雄氏�
　　　　（和歌山大学生涯学習教育研究センター助教授）�

午後3時15分～4時45分�

第43回�飯田市公民館大会�飯田市公民館大会�
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昭
和
５
年
頃
〜
１５
年
１０
月
ま

で
、
旧
村
ご
と
に
「
○
○
時
報
」

や
「
○
○
村
報
」
と
い
っ
た
広

報
誌
が
月
１
〜
２
回
発
行
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
当
時

の
村
の
様
子
を
う
か
が
う
貴
重

な
史
料
で
す
。
歴
史
研
究
所
で

は
、
次
の
旧
村
の
時
報
・
村
報
を

探
し
て
い
ま
す
。
も
し
皆
さ
ん
の

ご
家
庭
に
残
っ
て
い
ま
し
た
ら
、

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
探
し
て
い
る
時
報
・
村
報
�

　
旧
上
久
堅
村
、
旧
千
代
村
、

　
旧
龍
江
村
、
旧
川
路
村
、
旧

　
伊
賀
良
村
�

※
当
時
発
刊
さ
れ
な
か
っ
た
村

　
も
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

　
う
な
情
報
も
ご
存
知
で
し
た

　
ら
、
お
教
え
く
だ
さ
い
。�

▼
連
絡
・
問
合
せ
�

　
歴
史
研
究
所
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）４
６
７
０
�

時
報
・
村
報
を�

探
し
て
い
ま
す�

　
家
族
の
一
員
と
し
て
飼
育
さ

れ
死
亡
し
た
ペ
ッ
ト
や
、
安
楽

死
と
な
っ
た
犬
、
猫
な
ど
の
霊

を
慰
め
、
命
の
尊
さ
を
確
認
し

て
い
た
だ
く
た
め
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。�

▼
日
時
　
２
月
１７
日
f
�

　
午
後
３
時
３０
分
〜
４
時
�

　（
受
付
は
午
後
３
時
か
ら
）�

▼
場
所
　
ア
イ
ホ
ー
ル
い
と
う
�

　（
鼎
中
平
）�

▼
問
合
せ
　
飯
田
保
健
所
内
�

　
飯
伊
動
物
愛
護
会
�

　
1
０
２
６
５（
５
３
）０
４
４
６
�

ペ
ッ
ト
供
養
祭
の
開
催�

　
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
ご
意

見
を
い
た
だ
く
地
区
懇
談
会
を
、

森
林
組
合
と
合
同
で
行
い
ま
す
。�

　
森
林
に
は
、
水
源
の
か
ん
養
、

山
崩
れ
や
洪
水
の
防
止
、
地
球

温
暖
化
防
止
、
大
気
浄
化
な
ど

の
公
益
的
機
能
が
あ
り
、
私
た

ち
は
そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま

す
。�

　
こ
う
し
た
機
能
を
十
分
に
発

揮
す
る
に
は
、
間
伐
を
推
進
し
、

森
林
を
整
備
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。�

　
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
い
た

だ
き
、
今
後
の
森
林
づ
く
り
に

つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。�

▼
日
程
　
左
表
�

▼
時
間
　
午
後
７
時
〜
９
時
�

▼
問
合
せ
�

　
林
務
課
�

　
内
線
３
５
３
５
�

森
林
づ
く
り
に�

皆
さ
ん
の
声
を�

期　日� 地　区� 場　所�

龍江� 龍江公民館�

川路� 川路公民館�

三穂� 三穂公民館�

座光寺� 座光寺公民館�

下久堅� 下久堅公民館�

上久堅� 上久堅公民館�

橋北、橋南、�
羽場、丸山、�
東野、松尾、鼎�

市役所3階�
大会議室�

千代� 千代公民館�

伊賀良� 伊賀良公民館�

上村� 上村コミュニティセンター�

南信濃� 南信濃学習交流センター�

竜丘� 竜丘公民館�

山本� 山本公民館�

上郷� 上郷公民館�

２月20日�

（月）�

２月21日�

（火）�

２月22日�

（水）�

２月27日�

（月）�

２月23日�

（木）�

森林づくり地区懇談会日程表�

三
市
合
同
企
画
第
四
十
七
回�■問合せ　豊橋市商業観光課　10532（51）2429

天
下
の
奇
祭�

2
月
10
日
F
・
11
日
_

▼場所　安久美神戸神明社（豊橋市八町通三丁目）�
▼交通　ＪＲ豊橋駅から市電豊橋公園前下車�

農
作
物
の
豊
饒
を
祈
る
祭
り
と
し
て
平

安
時
代
に
始
ま
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

「
鬼
祭
」
は
、
「
天
下
の
奇
祭
」
と
し
て

知
ら
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。�

祭
り
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
11
日
午
後
2

時
か
ら
行
わ
れ
る
、
赤
鬼
が
天
狗
に
挑
む

「
か
ら
か
い
」
で
す
。
戦
い
に
敗
れ
た
赤

鬼
は
境
内
を
出
て
町
内
を
か
け
ま
わ
り
、

道
行
く
人
に
タ
ン
キ
リ
飴
を
ふ
り
ま
き
ま

す
。
飴
と
い
っ
し
ょ
に
白
い
粉
を
ま
き
散

ら
す
た
め
見
物
人
は
真
っ
白
に
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
こ
の
粉
を
か
ぶ
る
と
夏
病

み
し
な
い
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

境
内
で
は
厄
除
飴
ま
き
や
神
楽
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。�

赤鬼と天狗の「からかい」�

も
　
り
�
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動物園の�
休園日�

■問合せ 動物園�
0265（22）0416

教
育
委
員
会�

臨
時
・
非
常
勤
職
員�

▼
募
集
職
種
�

　
学
校
給
食
栄
養
士
�

▼
申
込
資
格
�

　
管
理
栄
養
士
免
許
ま
た
は
栄

　
養
士
免
許
取
得
者
�

▼
募
集
人
数
　
１
人
�

▼
勤
務
内
容
�

　
学
校
給
食
の
栄
養
管
理
な
ど
�

▼
賃
金
�

　
飯
田
市
臨
時
的
任
用
職
員
・

　
非
常
勤
職
員
の
規
定
に
よ
る
。�

○
管
理
栄
養
士
免
許
取
得
者
�

　
月
額
１
４
７
、
６
０
０
円
�

○
栄
養
士
免
許
取
得
者
�

　
月
額
１
４
１
、
４
５
０
円
�

▼
採
用
予
定
日
�

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
�

▼
試
験
方
法
　
面
接
に
よ
る
�

○
試
験
日
　
２
月
２８
日
c
�

○
試
験
場
所
　
飯
田
市
役
所
�

※
詳
細
は
申
込
者
に
お
知
ら
せ

　
し
ま
す
。�

▼
応
募
方
法
�

　
２
月
１
日
d
〜
２０
日
b
の
間

　
に
、
写
真
を
貼
付
し
た
市
販

　
の
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ

　
さ
い
。�

※
郵
送
の
場
合
は
消
印
有
効
�

▼
提
出
先
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
８
５
０
１
�

　
飯
田
市
大
久
保
町
２
５
３
４

　
飯
田
市
教
育
委
員
会
�

　
学
校
教
育
課
　
総
務
係
�

　
内
線
２
５
７
３
�

　
美
術
博
物
館
で
は
、
人
文
部

門
の
民
俗
学
分
野
の
学
芸
補
助

専
門
員
を
募
集
し
ま
す
。�

▼
応
募
資
格
�

　
民
俗
学
の
専
門
知
識
を
有
す

　
る
大
学
卒
業
以
上
の
方
。�

▼
募
集
人
数
　
１
人
�

▼
勤
務
内
容
�

　
人
文
の
民
俗
学
の
学
芸
補
助

　
業
務
（
民
俗
調
査
・
研
究
・

　
報
告
書
の
編
集
、
そ
の
他
施

　
設
の
業
務
）�

▼
採
用
予
定
日
�

　
平
成
１８
年
４
月
１
日
�

▼
給
与
�

　
飯
田
市
臨
時
職
員
及
び
非
常

　
勤
職
員
処
遇
規
程
に
よ
る
。�

▼
試
験
方
法
�

○
第
１
次
試
験
　
書
類
審
査
�

○
第
２
次
試
験
　
面
接
�

▼
応
募
方
法
�

　
市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

　
と
、
業
績
一
覧
及
び
研
究
論

　
文
（
学
会
誌
な
ど
で
公
表
さ

　
れ
た
も
の
、
ま
た
は
卒
業
・

　
修
士
論
文
な
ど
、
複
写
可
）

　
を
美
術
博
物
館
ま
で
郵
送
ま

　
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
２
月
１９
日
a
必
着
�

▼
提
出
・
問
合
せ
�

　
〒
３
９
５
―
０
０
３
４
�

　
飯
田
市
追
手
町
２
丁
目
�

　
６
５
５
―
７
�

　
飯
田
市
美
術
博
物
館
�

　
1
０
２
６
５（
２
２
）８
１
１
８
�

美
術
博
物
館（
人
文
部
門
）�

臨
時
職
員�

　
外
国
籍
の
皆
さ
ん
か
ら
、
普

段
感
じ
て
い
る
こ
と
や
ご
意
見

を
お
聞
き
し
、
市
政
運
営
の
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

外
国
籍
住
民
会
議
を
開
催
し
ま

す
。
そ
こ
で
、
会
議
に
ご
参
加

い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
知
り
合
い
の
外
国
籍
住
民
の

方
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
資
格
　
飯
田
市
に
お
住

　
ま
い
の
２０
歳
以
上
の
外
国
籍

　
の
方
で
、
日
本
語
で
の
会
話

　
が
あ
る
程
度
で
き
る
方
。�

▼
募
集
人
数
　
１５
人
�

▼
任
期
　
来
年
３
月
ま
で
�

※
第
１
回
は
、
３
月
１９
日
a
午

　
後
を
予
定
し
て
い
ま
す
。�

▼
申
込
方
法
　
電
話
ま
た
は
り

　
ん
ご
庁
舎
男
女
共
同
参
画
課

　
窓
口
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
職
業
、
国
籍
、
電
話
番
号
を

　
お
伝
え
く
だ
さ
い
。�

▼
応
募
締
切
　
２
月
２４
日
f
�

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
。�

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
多
文
化
共
生
担
当
　
�

　
内
線
５
３
５
１
�

外
国
籍
住
民
会
議
委
員�

　
長
野
県
の
高
校
出
身
者
（
男

子
）
で
、
今
年
首
都
圏
の
４
年

制
（
医
・
歯
学
は
６
年
制
）
大

学
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
方
、

大
学
在
学
中
の
方
を
対
象
に
寮

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

ぞ
れ
、
東
京
都
監
督
下
の
公
益

法
人
で
す
。�

　
寮
生
活
で
の
必
要
費
用
や
詳

し
い
募
集
要
項
な
ど
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

そ
れ
ぞ
れ
の
寮
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

▼
&
信
州
学
生
協
会
　
信
濃
寮
�

○
所
在
地
�

　
〒
１
８
４
―
０
０
１
１
�

　
東
京
都
小
金
井
市
東
町
�

　
３
―
１７
―
４３
�

○
募
集
人
数
　
約
２０
人
�

○
問
合
せ
�

　
7
信
州
学
生
協
会
　
信
濃
寮
�

　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　
０
４
２
２（
３
２
）５
４
７
９
�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

　http://w
w
w
.george24.com

/�

　̃shinano/

�

▼
&
千
曲
寮
�

○
所
在
地
�

　
〒
１
８
１
―
０
０
１
３
�

　
東
京
都
三
鷹
市
下
連
雀
�

　
６
―
６
―
３０
�

○
募
集
人
数
　
約
１０
人
�

○
問
合
せ
　
7
千
曲
寮
�

　
1
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
�

　
０
４
２（
２
４
６
）０
７
２
６
�

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�

　http://w
w
w
.k2.dion.ne.jp/�

　̃chikum
a/

首
都
圏
の
学
生
寮
生�

2月 6日B◆13日B�
◆15日D◆20日B�
◆27日B　 　　　�
3月 6日B◆13日B
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■問合せ　建築課　住宅係�
　10265（22）4511　内線2753

○オール電化住宅は、
ガス器具を使用でき
ません。三尋石市営
住宅では給湯設備を
設置していますが、
電気調理器（電気コ
ンロなど）は、入居
する方の負担で設置
することになります。�
○浴槽無しの住宅では、
入居する方の負担で
浴室に浴槽、風呂釜
を設置することになり
ます。�
○駐車場は1世帯1台
分のみ、使用料は家
賃に含まれます。 2
台目以降は、団地外で、
入居する方自身で探
していただくことにな
ります。�
○若者住宅は 40 歳未
満で同居親族がある
こと。 独身住宅は
40歳未満で単身者で
あることが条件になり
ます。�

○扶養親族数は、本人を除いた人数で、税法
上の扶養ではありません。�

○裁量階層とは、入居者全員が50歳以上の世
帯、入居者の中に1級から4級の障害をお
持ちの方がいる世帯などをさします。�

○程野を除く4号市営は収入の基準無し。な
お程野は1号市営の収入基準に同じ。�

募集する市営住宅　下表1�
募集戸数�
　平成18年8月末までに空き家となる戸数�
入居の資格　次の条件を満たす方。�
○現に同居し、又は同居しようとする親族がいる
こと（申込時点から3カ月以内に結婚する方を
含む）�

○収入が、飯田市営住宅等管理条例に規定する
基準以内であること（収入の基準は下表２参照）�
○市町村税を完納していること�
○住宅に困っていることが明らかなこと�
○外国人登録をしている方は、日本の在留期間が
1年以上ある方�
申込方法　飯田市営住宅入居申込書を建築課ま
たは上村・南信濃自治振興センターに本人また
は代理人の方が持参してください。（申込書は
建築課、各自治振興センターに用意してあります。
申込書の郵送を希望する方は、80円切手を貼
った返信用封筒を同封して建築課住宅係へ。）�

申込受付期間�
　2月27日b～3月10日f�
　午前8時30分～午後5時15分�
※土・日曜日は受付できません。�
抽選日時・場所�
　3月16日e　午後1時30分�
　市役所3階会議室で公開抽選。�
※上村・南信濃の住宅については、下記のとおり。�
○上村の住宅�
　3月17日f　午前11時�
　上村自治振興センター3階会議室で公開抽選。�
○南信濃の住宅�
　3月17日f　午後1時30分�
　南信濃自治振興センター2階会議室で公開抽選。�
※抽選には、本人または代理人の方が必ず出席し
てください。�

市営住宅入居者募集�

下表1　入居を募集する市営住宅�

下表2　収入の基準�
住宅区分�扶養親族�

一般階層�
裁量階層�
一般階層�
裁量階層�
収入下限�
収入上限�

1号市営�

2号市営�

3号市営�

0人� 1人�
3,675,000 4,151,000
4,695,000 5,171,000
2,603,000 3,151,000
3,311,000 3,823,000

4,151,000
9,768,000

ー�
ー�

2人�
4,627,000
5,647,000
3,683,000
4,295,000
4,627,000
10,181,000

3人�
5,103,000
6,123,000
4,155,000
4,771,000
5,103,000
10,581,000

（円）�

区分�

2号市営�

3号市営�

4号市営�

1号市営�

団地名�
北の原�

三尋石A・C棟�
二ツ山�
平林�
大堤�
長野原�
飯沼�
黒田�
伊塚�
中郷�
流宮�
程野�
上町�
下栗�
樋口�
押出第1
押出第2
夜川瀬第1
夜川瀬第2
西の原�
三尋石B棟�
夜川瀬第3
程野�
押出第3
夜川瀬第4
松原�

所在地�
常盤台�
大瀬木�
山本�
切石�
座光寺�
時又�
飯沼�
黒田�
上村�
上村�
上村�
上村�
上村�
上村�

南信濃和田�
南信濃和田�
南信濃和田�
南信濃和田�
南信濃和田�
大休�
大瀬木�
南信濃和田�
上村�

南信濃和田�
南信濃和田�
南信濃和田�

家賃�
16,900円～41,700円�
19,400円～52,900円�
2,200円～20,500円�
21,400円～47,000円�
4,700円～27,300円�
12,900円～34,900円�
11,300円～35,000円�
17,200円～39,500円�
11,100円～18,300円�
9,900円～17,400円�
11,600円～19,700円�
9,900円～24,400円�
10,500円～26,700円�
10,800円～17,900円�
　7,600円～12,700円�
10,300円～18,000円�
15,500円～28,100円�
11,800円～21,000円�
　9,900円～32,900円�
　9,700円～26,700円�
44,600円～72,300円�
24,000円～37,000円�
14,700円～24,400円�

20,000円�
10,000円�
7,000円�

間取り�
3DK

2LDK～3LDK
2K～4K
3DK
2K～3K
3DK
3DK
3DK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3LDK
3DK
3DK
2LDK
3DK

1DK～3DK
3K

2LDK～3LDK
3DK、3LDK～5LDK

3LDK
4DK、4LDK
1DK
1DK

備考�

オール電化�
浴槽無し�

浴槽無し�
浴槽無し�

浴槽無し�
オール電化�

若者住宅�
独身住宅�
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台
湾
料
理
講
座�

　
台
湾
出
身
の
方
を
講
師
に
招

き
、「
台
湾
風
ち
ま
き
」
や
「
開

口
笑
」（
ご
ま
入
り
中
華
ド
ー

ナ
ツ
）
な
ど
の
台
湾
料
理
を
作

り
ま
す
。�

▼
対
象
�

　
市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、
市

　
内
に
勤
務
す
る
お
お
む
ね
３５

　
歳
ま
で
の
方
。�

▼
日
時
�

　
２
月
１５
日
d
�

　
午
後
７
時
〜
９
時
３０
分
�

▼
講
師
　
印
南
人
美
氏
ほ
か
、

　
台
湾
出
身
の
方
数
人
�

▼
持
ち
物
�

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
�

▼
材
料
費
　
１
、
５
０
０
円
�

▼
定
員
　
１６
人
（
先
着
順
）�

▼
受
付
開
始
　
２
月
６
日
b
�

▼
受
付
時
間
�

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
９
時
�

　（
日
曜
・
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
�

　
1
０
２
６
５（
２
３
）５
５
７
１
�

　
女
性
を
対
象
に
、
自
己
紹
介
、

意
見
発
表
、
司
会
の
仕
方
な
ど

の
「
こ
つ
」
を
学
び
ま
す
。
人

前
で
話
す
の
は
苦
手
だ
と
思
っ

て
い
る
あ
な
た
、
一
緒
に
学
び

ま
し
ょ
う
。�

▼
日
時
　
２
月
２０
日
b
�

　
午
後
１
時
〜
４
時
　
�

▼
場
所
　
り
ん
ご
庁
舎
会
議
室
�

▼
講
師
　
内
山
二
郎
氏
�

　（
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）�

▼
定
員
　
４０
人
（
先
着
順
）�

▼
申
込
締
切
　
２
月
１６
日
e

※
託
児
を
希
望
の
方
は
申
込
時

　
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。�

▼
申
込
・
問
合
せ
�

　
男
女
共
同
参
画
課
�

　
内
線
５
３
５
１
�

女
性
の
た
め
の�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座�

福祉事務所�

りんご庁舎2階�

福祉事務所�
福祉課・児童課・介護高齢課�

は�

りんご庁舎2階�

にあります。�

本町１丁目再開発ビル�

■問合せ　企画課　1 0265（22）4511　内線2224

　第　第５次基本構想次基本構想・基本計画策定基本計画策定の「市民検討会議」「市民検討会議」の進捗情報の進捗情報を、月に１回報告回報告します。�
　今回　今回は、市民検討会議市民検討会議の特徴の特徴と基本構想基本構想の素案の素案づくりについて報告報告します。�
　第５次基本構想・基本計画策定の「市民検討会議」の進捗情報を、月に１回報告します。�
　今回は、市民検討会議の特徴と基本構想の素案づくりについて報告します。�

検討経過の詳細は、市ホームページ、市役所企画課・各支
所・自治振興センター、公民館でご覧いただけます。�

　第5次基本構想・基本計画市民検討会議は、公募を
含めた市民委員41人と市職員26人で構成しています。
高校生を始めとした10代～ 70代の幅広い方々に参
画していただいており、女性が委員数の3分の 1を占
めます。�
　第6回会議（１／15）からは、基本構想を実現する
ための具体的な取り組みをまとめた「基本計画」づく
りに取り掛かりました。第3次、第4次策定時と違い、
市民会議の皆さんに基本計画の原案づくりにも関わっ
ていただきます。�
　さらに、第5次基本構想・基本計画策定後も、検討
会議の皆さんには引き続き事業の進捗状況の評価に取
り組んでいただき、計画策定のみでなく、その評価まで

行っていただく
ところが、今回
の取り組みの
最大の特徴と
いえます。�

　昨年中は、「飯田市をどのようなまちにする
のか」といった「まちづくりのビジョン」（基本
構想の将来都市像）と「そのビジョンを達成す
るために解決すべき課題」（基本構想の基本目
標）を検討しました。�
　現在、最終的な調整を行っていますが、地域
が自立し、自分たちの手で、持続可能な地域を
経営するための課題を3月までに整理する予定
です。�

市民検討会議の特徴　� 基本構想の素案づくり�

幅広い方々に参画していただいています�

グループワークの結果を示し、お互いの考えを
理解し合いながら、議論を深めてきました�
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天竜川総合学習館�
■申込・問合せ�
　天竜川総合学習館かわらんべ  10265(27)6115�
　http://www.tenjo.go.jp/kawaranbe/

■問合せ　公園事務局　10265(59)8080　ＦＡＸ0265(59)8079　http://www.dia.janis.or.jp/̃kazetaro/

（小学3年生以上、筆記用具持参）�

2月18日g　9:00～ 11:30�

（成人講座）�
2月22日d　9:00～ 11:00�
持ち物：カメラ、飲み物�

2月25日g　9:00～ 11:00�

（成人講座）�
3月1日d　9:00～ 15:00�
持ち物：汚れてもよい服装、弁当�

3月4日g　9:00～ 11:00�
（成人講座）�

3月5日a　10:00～ 17:00�
持ち物：教材費3,500円�

3月11日g　9:00～15:00�
集合：かわらんべ�
持ち物：運動のできる服装、弁当、水筒、筆記用具�

（小学3年生以上）�

　水害から町を守る堤防は、自然に配慮して建設さ
れています。工事の様子を見学し、作業をしている
方のお話を聞きます。�

↑巨大ブルドーザーも
　見てみよう�

←工事現場で説明を受
　ける�

　「食の工房体験学習」�

　10:30～13:00�
　材料費100円�
▼さつまいももち�
　2月19日a

　さつまいもで、もちもちの
　おやきをつくります�
▼五平餅づくり�
　3月12日a�
　炭火でじっくり焼く五平餅
　はとってもおいしいよ！�

　「森森探検隊」�

　13:30～15:00�
　集合場所：なかまの館�
▼そりすべり�
　2月18日g�
　持ち物：そり（ない方には貸
　し出します）、手袋�
　公園の斜面を思いきり滑って
　みよう。雪がない場合は芝滑
　りになります。�

　「土の工房体験学習」�

　10:00～11:30、�
　13:30～15:00�
▼クリスタルペンダントつくり�
　3月4日g�
　オーブン粘土を使って世界で
　一つだけのオリジナルペンダ
　ントを作ってみよう。�

　「なかまの館体験学習」�
　10:30～12:00、�
　13:30～15:00�
▼貝でつくるおひなさま�
�
�
�
�
�
�
�
　2月25日g・26日a�
　貝がらに千代紙を貼り重ねてつ
　くります。�
▼あみあみ教室すみすみ�
　3月5日a�
　公園内でとれた「つる」を編ん
　で、かごをつくります。�
▼簡単ステンドグラスづくり�
　3月11日g�
　カラーフィルムを使ってつくり
　ます。�
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市民の皆さんの�
ご意見ご相談をいつ
でもお受けします。�

市長の留守番電話�

場　所�相談名� 日　時� 問合せ� 場　所�相談名� 日　時� 問合せ�

教 育 相 談 �

行 政 相 談 �

結 婚 相 談 �

子 育て相 談 �

こころの相談日�

障害をお持ち
の 方 また は�
ご家族の相談�

かけこみ教育相談�

法 律 相 談 �
（現在係争中のものは除く）�

ボランティア相談�

悩みごと�

法律相談�

特 別 �

一 般 �

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

２月１４日（火）�
１３:００～１６:００�

２月１４日（火）�
２月２８日（火）�
１３:３０～１６:００�

２月１２日（日）�
２月１９日（日）�
１３:３０～１６:３０�
受付１５:００まで�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

毎週月～土曜日�
９:００～１７:４５�

（第１水曜日は１７：１５まで）�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００�

２月２１日（火）�
１３：３０～１６：３０�

毎週火曜日�
１３:００～１６:００�
受付１５：００まで�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１７:００�

毎週月～金曜日�
９：００～１８:００�

毎週火・木曜日�
１３：００～１７:００�

２月１０日（金）�
１３：００～１７：００�

さんとぴあ飯田�

教育委員会棟�
３ 階 �

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�
（福祉会館・東栄町）�
※本人の相談が原則�
写真１枚が必要�

飯田中央保育園
（地域子育て支
援センター）�

りんご庁舎２階�

りんご庁舎３階�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

さんとぴあ飯田�

社会福祉協議会
1０２６５（５３）３１８０�

飯田中央保育園
1０２６５（２２）４１３３�

ハーネット・いいだ�
1０２６５（５６）４４７４�

庶務課�
内線  ２１１１�

家庭児童相談�
（電話でも可）� りんご庁舎２階�

市 役 所 �
保健センター�

保健課�
内線５５１５�
（予約制）�

子育て支援室�
内線５３４８�

毎週月～金曜日�
９：００～１７：００�

教 育 相 談 室 �
内線３５８１�

専用電話（FAX兼用）�
1０２６５（５３）８７３０�

児童課�
内線５３４７�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０
（予約制）�

社会福祉協議会�
1０２６５（５３）３１８０�

ポルトガル語相談� 男女共同参画課
内線５３５１�

外国人総合相談窓口
（市役所本庁舎１階）�

男女共同参画課�
内線５３５１（予約制）�

女
性
の
た
め

の

相

談

�

心
配
ご
と
相
談�

相談は無料、秘密は厳守します。お気軽にご相談ください。�各種相談所�

消 費 者 相 談 �

高齢者福祉相談�

毎週月～金曜日�
９:００～１７:００� りんご庁舎３階�

りんご庁舎２階�

男女共同参画課
内線５３５２�

基幹在宅介護�
支援センター�
内線５３８４�

▼届出に必要なもの�
○勤務先の健康保険をやめた証明書（退職証明書等）�
○国保の保険証（世帯に国保加入者がいる方）�
○年金手帳（20歳以上60歳未満の方）�
○年金証書（厚生年金や共済年金を受けられる75歳未満の方）�
▼加入の届出が遅れると……�
○健康保険証がないため、その間の医療費は全額自己負担にな
　ります。�
○国民健康保険税は、加入の届出をした月からではなく、資格
　を得た月の分から納めていただきます。届出が遅れると、加
　入した月までさかのぼって保険税を納めていただくことにな
　ります。�

　勤務先の健康保険などに加入したと
きは、14日以内に市役所国保係・各
支所・自治振興センター、りんご庁舎
市民証明コーナーに脱退の届出をして
ください。�

国保をやめる届出もお忘れなく�

　お手元の保険証を今一度ご確認ください�

▼届出に必要なもの�
○国保の保険証�
○職場の健康保険証�
▼脱退の届出が遅れると･･･ �
○国保の保険証を使って受診してしま
った場合は、国保が負担した医療費
はあとで返還していただきます。�

○国保とほかの健康保険との資格が重
複し、保険料も二重になってしまい
ます。�

■問合せ　保健課　国保係　内線5523

★退職された場合は、�
　必ず、いずれかの手続きが必要です。�

退職日から14日以内に市役所
国保係・各支所・自治振興セ
ンター、りんご庁舎市民証明コ
ーナーに国保加入の届出をし
てください。�

家族の勤務先または加入して
いる健康保険組合等にお問い
合わせください。�

一定の条件を満たせば、引き続
きその保険に加入できます。（手
続きは20日以内）詳細は加入
していた健康保険組合等にお問
い合わせください。�

国民健康保険に加入する�
退職した会社の健康保険に�

引き続き加入する�
家族が加入している�

健康保険の被扶養者になる�

※健康保険に加入していますか？�
　ほかの保険と重複して加入していませんか？�

退職�
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青木繁「虹の松原」明治43年（1910）�
日夏耿之介記念館蔵�

「都市・建築にとって近代とは何であったか」�
講師：鈴木博之氏（11/19・20）�

飯田市指定無形文化財�

ことの神送り�
飯田市上村上町�
疫病神を村から送り出す行事です。かつては上村地区の各
地で行われていましたが、現在は上町だけで行われています。�
２月と１２月の８日に行われ、禰宜や大人、子どもが太鼓と鈴の
囃子に合わせて唄いながら村中の厄疫を送り出します。�

　美術博物館前庭を長姫神社の方へと進み細い橋を渡る
と、洋風の柳田國男館に並んで日夏耿之介記念館があり
ます。飯田市名誉市民第1号にも選ばれた日夏耿之介（詩
人、英文学者　1890-1971）は、幾多の文化人と交友を深
め、彼の元にはたくさんの書画骨とう品が集まっていき
ました。�
　若くしてこの世を去った洋画家青木繁（1882-1911）の
「虹の松原」もそのひとつです。この作品は日夏に傾倒
した劇作家三好十郎（1902-58）の所有物でしたが、大
正 12年（1923）の冬に官憲の弾圧を憂慮して日夏に贈
られたものです。�
　美術博物館を訪れた折には、日夏耿之介記
念館にもお立ち寄りください。新しい作品と
の出会いがあるかもしれません。�
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〈美術博物館付属施設〉�

日夏耿之介記念館とそのコレクション�

●時　間　1日目（土曜日）13：30～17：00�
　　　　　2日目（日曜日）10：00～14：30�
●場　所　歴史研究所３階(市役所上郷支所庁舎)�
●定　員　各講座30人�
●お申込　電話でお申し込みください�
●受講料　資料代として500円（2日間分）�

　1999年に奈良県飛鳥池遺跡で出土した富
本銭とその鋳造遺物は、日本の貨幣
史を塗り替える発見として大きく取り
あげられました。飯田市でも富本銭
が発見され、話題を呼びました。�
　日本における貨幣のはじまりや古
代貨幣が持つ意味などの検討を通じて、
日本の古代社会の特質を考えます。�

　第一次大戦の衝撃や、中国との長期にわたる戦争に
よって、戦前期の日本の政軍関係はいか
に変容したのか。また、その変容はその
後の戦争指導をいかに規定していったのか。�
　冷戦体制の崩壊後、湾岸戦争、イラク
戦争を経験した世界にとっても、今なお
本問題は十分検討に値します。軍による
政治介入は、今なお偏在する問題だから
です。�

飯田アカデミアは、歴史をテーマにした大学レベルの講
座です。毎回専門研究者を招き、歴史研究の最前線を講
義します。ぜひご参加ください。�

ね　　ぎ�

はやし�

ひ　なつこう　の　すけ�

あお　き　しげる�

み　よし　じゅう　ろう�

やく　えき�

●開館時間 午前9時半～午後5時（入館は4時半まで）�
　　　　　　日曜日、祝日は開館しています。�
　　　　　　　それ以外の日に内部をご覧になる場合は美術博物館
　　　　　　　受付までお申し付けください�
●休 館 日 毎週月曜日（祝日の場合は翌日）�
●観 覧 料　無料�

飯田アカデミア2005下半期�

●開所時間 午前9時～午後5時�
●休 所 日 日・月曜日、祝日�
●歴史研究所では、歴史資料を調査、収集、保存しています。
　所内には閲覧・交流スペースを設け、収集した資料をご覧
　いただけます。お気軽にご利用ください。�

2月18日G・19日A

貨幣から古代社会を探る�
講師：三上喜孝氏（山形大学助教授）�

近代日本の政軍関係�
講師：加藤陽子氏（東京大学助教授）�

3月18日G・19日A

飯田市の人口（1/1現在）■人口＝108,109人（前月比－51）男51,833人／女56,276人  ■世帯＝37,317戸（前月比＋4）�
発行・編集：飯田市役所企画部情報推進課／〒３９５-８５０１ 長野県飯田市大久保町２５３４ TEL.０２６５（２２）４５１１  FAX.０２６５（５３）４５１１●インターネット http://www.city.iida.nagano.jp/

大豆油インキを使用し、環境に配慮した広報紙作りに努めています。�古紙配合率100％白色度70％の再生紙�
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